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第 回 日本保健科学学会学術集会

第 回 日本保健科学学会学術集会

学術集会長 森島 健

本学会は，保健医療の向上と福祉の増進に寄与することを目的に設立された学会です．

看護学・理学療法学・作業療法学・放射線学など保健科学に関連するあらゆる分野の実践

者・研究者および教育者が一同に集い，学問の交流を通して保健医療の実践を高める場に

なることを目指しております．

今回の学術集会のテーマは「ウェルネスを考える」とし，発表･討論を予定しております．

一般演題では，テーマによらず幅広い分野での多数の発表をお願いいたします．日頃の

研究成果の発表の機会として本学術集会へ多くの皆様のご参加をお待ちしております．

１．会 場 首都大学東京 荒川キャンパス （〒 東京都荒川区東尾久 ）

２．テーマ 「ウェルネスを考える」

３．開催日およびプログラム

平成 年 月 日（土）

受付・ポスター貼付

日本保健科学学会優秀賞・奨励賞受賞講演

シンポジウム

一般演題発表（ポスター発表）

都民公開講座 共催：公益社団法人東京都理学療法士協会

一般演題発表（口述発表 ）

学術集会長賞・ポスター賞授賞式

ポスター撤去

  
４．参加費

筆頭演者

・日本保健科学学会会員 以下 会員 ： 円 演題登録・参加費・参加証・抄録集

代含む

・非会員 （当日会員扱いとなります ： 円 演題登録・参加費・参加証・抄録集

代含む

参加者

・会 員 ： 円 参加費・参加証・抄録集代含む

・非会員 ： 円 参加費・参加証・抄録集代含む

・大学学部生・専門学校生（学生証提示 ：無料 参加証無し・抄録集無し

・抄録集 ： 円

・筆頭で演題発表をされる方は，平成 年 月 日までにお振り込みください．郵便振

替口座は以下の通りです 振込料は送金者負担でお願いします ．当該期日までに振り込
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みが確認できない場合，演題が取り消しとなることがありますので，予めご了承くださ

い．会員として演者登録された方であっても 学術集会事務局が学会当日に会員であるこ

とを確認できなかった場合は 当日会員としての参加費を会場でご請求いたしますので，

予めご了承ください．

・参加者は，事前または当日受付時にお支払いください．事前支払いの郵便振替口座は以

下の通りです（振込料は送金者負担でお願いします

振込先口座名義：日本保健科学学会学術集会

振込先口座番号：

５．演題発表要項

【口述発表】

・口述発表は 演題につき，発表時間 分，質疑応答 分です．発表形式は， 版

ファイル による プレゼンテーションとします． をご使

用の場合は，必ずご自身の をお持ちください．いずれの場合も，学術集会当日のセ

ッション開始 分前までに発表受付にてファイルの動作確認をお願いいたします．

・研究倫理・利益相反に該当する演題は，必ず発表スライド・ポスターにその旨を明記し

てください．

・本大会では，優れた口述発表に対し学術集会長賞を授与いたします．表彰式は全てのセ

ッション終了後に行います．

【ポスター発表】

・指定された時間はポスターの前で待機をお願いいたします．来場者にご説明をお願いい

たします．

・研究倫理および利益相反に該当する演題は，必ずポスターにその旨を明記してください．

・ポスター発表は， 時 分より受付を開始し， 時 分までに掲示を完了してくだ

さい ポスター撤去時間は 時 分～ 時 分までといたします． 時 分を過

ぎても掲示されているポスターは実行委員会にて処分いたしますので，予めご了承くだ

さい．

・本大会では，優れたポスター発表に対しポスター賞を授与いたします．表彰式は全ての

セッション終了後に行います．

【ポスターパネル】

・ 題につき，横 ×縦 のスペースを実行員会が準備します．ポスターは，横

× 縦 程度を推奨サイズといたします．

・スペースには，演題番号を掲示してありますので，間違いなくご自分の演題番号のある

場所にポスターを貼り付けてください．

・演題番号，掲示用のテープ類は，実行委員会が準備致します．
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６．学会集会に関する連絡・お問い合わせ先

演題申込など学術集会についてのお問い合わせは，下記の第 回学術集会実行委員

会まで，電子メールでお問い合わせください．

第 回 日本保健科学学会学術集会実行委員会

〒 東京都荒川区東尾久 首都大学東京健康福祉学部理学療法学科内

：

７．入会に関する問い合わせ

入会に関する問い合わせ先は，日本保健科学学会事務局までお願いいたします．なお，

学会当日の入会受付は行っておりませんのでご了承ください．

入会手続・問い合わせ先：日本保健科学学会事務局

〒 東京都荒川区東尾久 首都大学東京健康福祉学部内

： 内線

ダイヤルイン： 共通

：
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第27回 日本保健科学学会学術集会 日程  

 

大視聴覚室 講義室1（182） 講義室2（183） 講堂

学術集会長賞・ポスター賞授賞式
　１７：４５～１８：００

一般演題発表（口述発表1）
　１６：４０～１７：４０

受付　１１：００～１２：００

日本保健科学学会優秀賞・奨励賞受賞講演
　１２：００～１２：３０

シンポジウム　１２：３０～１３：５０

「ウェルネスを考える」
シンポジスト：山田 実・河原加代子・
大嶋伸雄・白川崇子
司会：森島 健

ポスター撤去
　１８：００～１８：３０

都民公開講座
（共催:公益社団法人東京都理学療法士協会）
　１５：００～１６：３０

「健康生活を送るための秘訣と
その実践」
講師：木下博勝 氏

一般演題発表（口述発表2）
　１６：４０～１７：４0

一般演題発表（ポスター発表）
　１４：００～１５：００

ポスター貼付
　１１：００～１２：3０
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一般演題発表プログラム

コミュニティにおける看護職等による支援の評価に関する文献検討
高橋洋子

首都大学東京大学院

日本におけるHIV感染症/AIDS外来看護に関する文献の検討
立里優美

首都大学東京大学院
HIV/AIDS患者に特徴的な受診継続・中断要因に関する国内文献の検討
～糖尿病・結核の受診継続・中断要因との比較～

友杉真理子
首都大学東京大学院

訪問看護ステーションにおける現任教育に関する文献検討
岸純子

首都大学東京大学院
この場に「イル」ことから自己了解獲得に向けた支援についての一考察
～認知症クライアントへの現象学的アプローチ～

岡田直純
しもだてメディカルポート

職場のメンタルヘルス不調の一次予防に関する過去10年間の文献研究
～日本語論文と英語論文の研究内容の比較を通して～

荒木瑞希
首都大学東京大学院

地域在住高齢者におけるタブレット端末利用型調査法と質問紙調査法の差異
楠本泰士

東京工科大学

都市部居住女性高齢者の膝関節痛の認識と対処
中野理恵

首都大学東京大学院
看護実践能力の向上を目指した学習法の検討
～自作動画による視聴の試み～

前田耕助
首都大学東京

「看護師の調整」の構成概念の検討
～病院に勤務する看護師への面接調査から～

藤田厚美
首都大学東京大学院

脳性麻痺患者における呼吸機能と関節トルク・新体力テストとの関係性
池上直輝

東京工科大学

脳性麻痺患者の下肢筋肉量と筋力・筋出力の関係
今井裕紀

東京工科大学

脳性麻痺片麻痺患者の筋肉量の特徴
大村亮太

東京工科大学
重度手関節屈曲拘縮を呈した脳性麻痺児に対する手関節授動術と理学療法，装具
療法の効果

加藤愛理
南多摩整形外科病院

極低出生体重児における上肢機能獲得時期の検討
内尾優

東京女子医科大学
直流前庭電気刺激が身体傾斜角度に及ぼす影響
～対側刺激順応の効果～

浅野雄太
多摩丘陵病院

健常成人における視覚情報操作による立ち直り反応の左右比較
菊地謙

首都大学東京大学院
Head Mounted Displayを使用したアダプテーションが電動車いす操作に及ぼす
影響

米井圭衣子
埼玉医科大学国際医療センター

延髄外側症候群によってLateropulsionを呈した症例に対する認知神経リハビリ
テーションに基づく理学療法介入～三次元動作解析による姿勢，歩行の変化～

後藤圭介
東京女子医科大学

脳卒中を経験した当事者を対象とした我が国の作業療法領域における質的研究の
文献レビュー　～1990年－2017年に発表された原著論文を対象として～

相原彩香
首都大学東京大学院

ポスター発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14:00～15:00　講義室2(183)
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がん化学療法サバイバーのしびれが１日の作業とその意味づけに与える影響
～予備的調査～

石橋裕
首都大学東京

障害高齢者の自宅退院後における住環境整備の実施状況と移動行動との関連
太田智之

健和会補助器具センター
タブレット端末を用いた認知訓練システムの考案
～ゲームの紹介とアンケートの回答から～

鈴木健太郎
杏林大学

放射線治療における顔認証システム開発
江面崇智

首都大学東京大学院

UVCカメラを使用した Coのエネルギースペクトルの取得
森田恭平

首都大学東京大学院
強度変調回転全身照射 (VMAT-TBI)における標的サイズに応じた適正ビーム設定
の検討

高橋侑大
首都大学東京大学院

デジタルトモシンセシスにおける逐次型画像再構成の基礎検討
乳井嘉之

首都大学東京

看護師の倫理的行動に関する国内文献の動向
岡島志野

首都大学東京大学院

手術看護認定看護師に内在する「道徳的な意志」の探求
岡島志野

首都大学東京大学院

Post-lunch dipに関する検討～要因となる生活習慣と心理状態への影響～
小島優希

首都大学東京
地域在住中高齢女性における運動実施の頻度の違いが運動機能・日常生活自己効
力感・運動器不安定症に及ぼす影響

木村靖夫

滝川市における「予防的健康増進プログラム（65歳大学）」の効果
～対照群との比較～

鎌田樹寛
北海道医療大学大学院

MTFチャートを用いたX線位相コントラスト画像法の解像特性評価の試み
関根紀夫

首都大学東京

低線量X線CT画像を用いた有限要素法による椎体骨強度の評価
中野渡滉希

茨城県立医療大学大学院
脳性麻痺児に対する上肢選択的筋解離術前後での機能変化と満足度の関係
～アンケート調査による検討～

高木健志
目白大学

ロボットを用いた対戦型ゲームにもとづく転倒予防システムの開発
～システムの紹介とこれまでの成果～

青木塁
東京工業高等専門学校

口述発表1　  　　　　　座長：浅川康吉(首都大学東京大学院人間健康科学研究科理学療法科学域） 16:40～17:40　大視聴覚室

口述発表2　　　　　　　座長：関根紀夫(首都大学東京大学院人間健康科学研究科放射線科学域）16:40～17:40　講義室1(182)
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森田恭平

首都大学東京大学院
強度変調回転全身照射 (VMAT-TBI)における標的サイズに応じた適正ビーム設定
の検討

高橋侑大
首都大学東京大学院

デジタルトモシンセシスにおける逐次型画像再構成の基礎検討
乳井嘉之

首都大学東京

看護師の倫理的行動に関する国内文献の動向
岡島志野

首都大学東京大学院

手術看護認定看護師に内在する「道徳的な意志」の探求
岡島志野

首都大学東京大学院

Post-lunch dipに関する検討～要因となる生活習慣と心理状態への影響～
小島優希

首都大学東京
地域在住中高齢女性における運動実施の頻度の違いが運動機能・日常生活自己効
力感・運動器不安定症に及ぼす影響

木村靖夫

滝川市における「予防的健康増進プログラム（65歳大学）」の効果
～対照群との比較～

鎌田樹寛
北海道医療大学大学院

MTFチャートを用いたX線位相コントラスト画像法の解像特性評価の試み
関根紀夫

首都大学東京

低線量X線CT画像を用いた有限要素法による椎体骨強度の評価
中野渡滉希

茨城県立医療大学大学院
脳性麻痺児に対する上肢選択的筋解離術前後での機能変化と満足度の関係
～アンケート調査による検討～

高木健志
目白大学

ロボットを用いた対戦型ゲームにもとづく転倒予防システムの開発
～システムの紹介とこれまでの成果～

青木塁
東京工業高等専門学校

口述発表1　  　　　　　座長：浅川康吉(首都大学東京大学院人間健康科学研究科理学療法科学域） 16:40～17:40　大視聴覚室

口述発表2　　　　　　　座長：関根紀夫(首都大学東京大学院人間健康科学研究科放射線科学域）16:40～17:40　講義室1(182)

平成 年度日本保健科学学会優秀賞・奨励賞 受賞講演

１２：００～１２：３０ 大視聴覚室
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シンポジウム １２：３０～１３：５０ 大視聴覚室

「ウェルネスを考える」

「高齢者のウェルネスを促進する」

山田 実 筑波大学大学院

「在宅療養者のウェルネス」

河原加代子 首都大学東京大学院

「自分の思考と身体認知を客観視することで得られる至高のウェルネス」

大嶋伸雄 首都大学東京大学院

「骨粗鬆症の診断と治療」

白川崇子 首都大学東京大学院

司会：森島 健 東京衛生学園専門学校
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シンポジウム

高齢者のウェルネスを促進する

○山田 実

）筑波大学大学院人間総合科学研究科生涯発達専攻

年時点で我が国の高齢化率は
を超え，世界随一の長寿大国として超高齢
社会を突き進んでいる．この中で，約
年前からは介護予防事業が本格的に導入
され，高齢者の健康寿命延伸のために改め
て「運動」の重要性が唱えられることとな
った．近年では，運動には身体機能を向上
させるいわゆる直接的な効果だけでなく，

認知機能や精神機能の向上にも寄与する
ことが報告されるようになり，とりわけ高
齢者に対しては運動の副次的効果にも大
きな期待が寄せられている．本シンポジウ
ムでは，フレイルやサルコペニアをキーワ
ードに高齢者に対する運動の効果を整理
するとともに，地域包括ケア時代における
介護予防の在り方について検討を行う． 

シンポジウム

在宅療養者のウェルネス

○河原加代子
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域

長い療養生活を送るなかで，療養者は
自力で体位を変えることもできなくなっ
てくる．身体は壊れていくものだが，心
は安寧（よい状態にある）ことが在宅で
療養する人にとって何にもまして代えが
たい．本日は，療養者の心を安寧にむか
わせる看護ケア，療養者の知覚に働きか
けるケアについて皆さまと考えたい．
知覚に働きかけるケアの中でも，皮膚

という感覚器をとおして皮膚感覚を刺激
することは，療養者の不動による苦痛を
和らげ，心地よさを引き出す有効な方法
である．皮膚刺激から起きる脳への影響
は，療養者が意識的に呼吸をコントロー
ルすることにつながる．「快」の皮膚刺激

は副交感神経を優位にさせ，深い，ゆっ
たりとした呼吸を促すリラクセーション
効果をもたらす．療養者がこれまでのよ
うに外出することが困難になっても気分
転換や気持ちをすっきりさせる等のから
だの心地よさをとおして，療養者の心を
解放するような，外へ向かわせるケア（技
術）である．現在，『せなかのオイルセラ
ピー』（ 分間）のプロトコルを作成，シ
ミュレーション実験中である．実験では，
人間の呼吸，心拍，自律神経系などの生
理的変化を測定，可視化することにより，
心身の安寧を客観的に観察する手がかり
になればと期待している．
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シンポジウム

自分の思考と身体認知を客観視することで得られる
至高のウェルネス

○大嶋伸雄
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域
キーワード：健康観 死生観 人生観 思考と身体認知 気づき 客観視 外在化 認知行動
学 リハビリテーション

の提唱する” ”は健康の定義か
ら踏み込んだ ”健康観”を意味する．それまで健
康で健常だった人間が，突然，大きな疾病や障
害をもったときにその意味を深く思考する概念
である．しかし残念ながら，健常であったとき
に”健康観”を意識的に維持し，さらに実践する
ことは多忙な現代人にとって容易なことではな
い．さて，ここで述べる理論はまだ仮設の段階
であるが，人間には少なからず死生観と人生観
が存在し，それらの基盤として健康観が位置づ
けられる．人生の長さとライフステージを意識
しながら，自分の人生の目的をもち，主体的な
人生をおくれる人は，おそらく自分自身の健康
をも十分に意識できる．そうした人々は，自分
自身を客観的にみるメタ認知能力にも長けてお
り，自分の思考や身体イメージも意識できる可
能性が高い．こうした，認知行動学的な意味で

の”気づき”と”自分の外在化”を身につけた人々
は自分自身をよく理解し，コントロールできる
術を持つからである．つまり，自分の人生の目
的や，やりたい事が明確な人間は健康観をもち，
目的に向かって自身の健康を維持するための工
夫を行うことができる．逆説的に言えば，よい
健康観を持つ人がより良い人生を生きるのでは
なく，人生の目的ややりたい事が明確な人間ほ
ど，より良い健康観を持てる可能性がある．
本発表では，① 死生観，② 人生観，③ 健康

観の相互関連性を認知行動学に基づいて概説し
ながら，それぞれが人間の幸福とどのように関
連するのかについて問題提起を行う．さらに，
病気や障害をもったときにそれらはどう変化し，
どのような思考と身体認知に繋がるのか，事例
を提示しながら解説していく．

 

シンポジウム

骨粗鬆症の診断と治療
○白川崇子
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科放射線科学域
低骨量を呈する疾患に，原発背骨粗鬆症，

続発性骨粗鬆症，その他（悪性腫瘍の骨転
移など）がある．原発性骨粗鬆症の診断と
薬物治療について述べる．これは，骨折予
防につながる．
原発性骨粗鬆症の診断手順は，問診，有

症状の有無，画像診断（ 線撮影， な
ど），骨量測定，血液・尿検査を行い，続
発性骨粗鬆症，低骨量をきたす他の疾患を
除外する．脆弱骨折があれば，原発性骨粗

鬆症と診断する．脆弱骨折がなくても，骨
密度値が 若年成人平均値 の ％以
下，または 以下なら原発性骨粗鬆
症と診断する．
原発性骨粗鬆症の薬物治療は，骨吸収抑

制剤（ ビスフォスホネート，抗
抗体，カルシトニン）骨形成促進

剤（ 製剤），骨代謝調節剤（活性型ビ
タミン 製剤，カルシウム，ビタミン ）
の主なものを述べる．
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シンポジウム

自分の思考と身体認知を客観視することで得られる
至高のウェルネス

○大嶋伸雄
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域
キーワード：健康観 死生観 人生観 思考と身体認知 気づき 客観視 外在化 認知行動
学 リハビリテーション

の提唱する” ”は健康の定義か
ら踏み込んだ ”健康観”を意味する．それまで健
康で健常だった人間が，突然，大きな疾病や障
害をもったときにその意味を深く思考する概念
である．しかし残念ながら，健常であったとき
に”健康観”を意識的に維持し，さらに実践する
ことは多忙な現代人にとって容易なことではな
い．さて，ここで述べる理論はまだ仮設の段階
であるが，人間には少なからず死生観と人生観
が存在し，それらの基盤として健康観が位置づ
けられる．人生の長さとライフステージを意識
しながら，自分の人生の目的をもち，主体的な
人生をおくれる人は，おそらく自分自身の健康
をも十分に意識できる．そうした人々は，自分
自身を客観的にみるメタ認知能力にも長けてお
り，自分の思考や身体イメージも意識できる可
能性が高い．こうした，認知行動学的な意味で

の”気づき”と”自分の外在化”を身につけた人々
は自分自身をよく理解し，コントロールできる
術を持つからである．つまり，自分の人生の目
的や，やりたい事が明確な人間は健康観をもち，
目的に向かって自身の健康を維持するための工
夫を行うことができる．逆説的に言えば，よい
健康観を持つ人がより良い人生を生きるのでは
なく，人生の目的ややりたい事が明確な人間ほ
ど，より良い健康観を持てる可能性がある．
本発表では，① 死生観，② 人生観，③ 健康

観の相互関連性を認知行動学に基づいて概説し
ながら，それぞれが人間の幸福とどのように関
連するのかについて問題提起を行う．さらに，
病気や障害をもったときにそれらはどう変化し，
どのような思考と身体認知に繋がるのか，事例
を提示しながら解説していく．

 

シンポジウム

骨粗鬆症の診断と治療
○白川崇子
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科放射線科学域
低骨量を呈する疾患に，原発背骨粗鬆症，

続発性骨粗鬆症，その他（悪性腫瘍の骨転
移など）がある．原発性骨粗鬆症の診断と
薬物治療について述べる．これは，骨折予
防につながる．
原発性骨粗鬆症の診断手順は，問診，有

症状の有無，画像診断（ 線撮影， な
ど），骨量測定，血液・尿検査を行い，続
発性骨粗鬆症，低骨量をきたす他の疾患を
除外する．脆弱骨折があれば，原発性骨粗

鬆症と診断する．脆弱骨折がなくても，骨
密度値が 若年成人平均値 の ％以
下，または 以下なら原発性骨粗鬆
症と診断する．
原発性骨粗鬆症の薬物治療は，骨吸収抑

制剤（ ビスフォスホネート，抗
抗体，カルシトニン）骨形成促進

剤（ 製剤），骨代謝調節剤（活性型ビ
タミン 製剤，カルシウム，ビタミン ）
の主なものを述べる．

一般演題発表（ポスター発表）

１４：００～１５：００ 講義室 （ ）

ポスター貼付 ～

ポスター掲示 ～

ポスター撤去 ～
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コミュニティにおける看護職等による支援の評価に関する文献検討

○高橋洋子 ），河原加代子 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域広域看護学分野博士前期課程 ）首都
大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード：コミュニティ 地域 看護
【目的】地域包括ケアシステムにおいて，日頃
から地域で活動している訪問看護師のリーダー
シップの発揮が期待されている．今後は，訪問
看護の提供だけでなく，コミュニティの課題を
アセスメントし住民が病気や障害を持っても安
心して生活できる環境を整えるための新たなシ
ステムや仕組みを考えていく必要がある．その
ため，これまでの研究からコミュニティを対象
とした看護職による支援の実状を整理すること
を目的に文献検討を行った．
【方法】コミュニティにおける看護について医
中誌よりキーワード「コミュニティ」「地域」「看
護」として文献検索すると 文献がヒットし
た．さらに「評価」をキーワードに追加し
文献がヒットした．その中から研究対象を地域

住民，看護職等とし，実際にコミュニティに何
らかの介入もしくは支援を行った研究に絞る，
本の原著論文のみを対象とした．

【結果】「介入プログラムの効果もしくは評価に
関する研究」が 文献あり，「看護職等の支援
内容，支援方法に関する研究」が 文献，「地
域住民の現状分析等を目的とした研究」が 文
献であった．
【考察】コミュニティへの支援を試みるには，
実際の住民の生活の視点に立ったニーズの把握
が必要だと考えられる．先行文献より，看護職
による支援の効果と課題を明らかにし，訪問看
護師による地域住民へのよりよい支援方法を検
討した．

日本における 感染症 外来看護に関する文献の検討

○立里優美 ），島田恵 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科人間健康科学専攻看護科学域広域看護学在宅看護
博士前期課程 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科
キーワード： 外来看護 文献検討
【目的】 外来看護に関する日本国内
の研究を概観し，今後どのような研究が必要な
のかについて考察する．
【方法】医学中央雑誌 版 で「
外来 看護」をキーワードに検索し 年
月 日， 件の文献が該当した．このう

ちの原著論文 件から，目的に該当しない文
献を除外した 件を検討の対象とした．
【結果】最初の掲載年は 年（ 件）で，研
究の種類は量的研究が 件と最も多く，研究
の内容は，外来運営・看護師の思い・
患者の思い・外来看護の つに分類された．看
護支援内容や所要時間を計測したものや看護師

の意識調査などといった実態調査型研究が
件あった．その中でも診療報酬に関する文献が
件，看護師の不安に関する文献が 件あり，

これらは時期を変えて繰り返し研究されている
ものであった．
【考察】 外来看護に関する文献は，
外来運営や看護師が抱える問題や看護内容に関
するものなど実態調査型の研究が繰り返されて
いた．その都度，問題提起がされているものの，
それに対する取り組みやその効果などに取り組
んだ研究はなかったことから，今後は外来看護
の改善につながる介入型研究が必要と考えられ
る．
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患者に特徴的な受診継続・中断要因に関する国内文献の検討
～糖尿病・結核の受診継続・中断要因との比較～

〇友杉真理子 ），島田恵 ）
）首都大学東京大学院 人間健康科学研究科
キーワード： 受診 要因
【目的】 患者に特徴的な受診継
続・中断要因を明らかにする．
【方法】 と医学中央雑誌で，「 」
「受診」と「中断」または「継続」をキー
ワードに ～ 年の論文を検索し，
抽出した 件のうち小児等を除いた原著
件を対象とした．比較疾患として慢性疾患
である糖尿病と感染症である結核も同様に
検索し，それぞれ 件中 件， 件中
件の原著を抽出し， 疾患で計 件の文

献から受診継続・中断要因を検討した．
【結果】受診継続は 要因で，
には全要因，糖尿病，結核には各 要因が
みられた．受診中断は 要因で，
と糖尿病には 要因，結核には 要因が
みられた．受診継続要因の多くが

患者に特徴的な要因であり，「専
門的医療の提供」「患者の主体性」「告知支
援」等であった．受診中断要因では「性的
マイノリティ」や「相談者の不在」が特徴
的な要因であった．両要因共に支援者や相
談者の有無があげられていた．
【考察】慢性進行性の性感染症である

は，周囲の理解を得にくい現状
が要因に影響していると考えられる．また，
受診中断予防だけでなく受診継続促進の視
点があることも特徴と考えられる．
【結論】患者の病気や性的志向を理解して
いる医療者が患者の相談に対応し，状況に
応じて支援者を探索し確保する支援が受診
継続を促進する可能性が考えられる．

訪問看護ステーションにおける現任教育に関する文献検討

○岸純子 ），島田恵 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域広域看護学在宅看護博士前期課程 ）
首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域広域看護学
キーワード：訪問看護 現任 現職教育 文献検討
【目的】訪問看護ステーションの運営課題の一
つに人員不足が挙げられており，適切な現任教
育は人員定着に繋がる対策の一つとされている．
そこで本研究では，訪問看護ステーションにお
ける現任教育に関する研究的な取り組みの動向
と課題を文献から明らかにすることを目的とし
た．
【方法】医中誌 で，「訪問看護」「現任
現職教育」をキーワードに ～ 年の原
著を検索し， 文献を抽出した．さらに内容を
確認し，訪問看護師を対象とした 文献に絞
り，訪問看護ステーションにおける現任教育に
ついてどのような研究的取り組みがなされてい
るか検討した．

【結果】 文献は主に「研修プログラムの開発
に関する研究」「管理者からみた現任教育の課題
に関する研究」「訪問看護師からみた現任教育の
課題に関する研究」「現任教育の実態調査」であ
った．現状と課題としては，訪問看護師に求め
られるスキルは様々であり，研修受講の要望は
あるが，勤務都合や地理的な都合により研修参
加が難しいことが挙げられていた．一方，研修
プログラムの開発に関する研究の多くは，外部
研修を想定したものであった．
【考察】訪問看護ステーションにおける現任教
育として，職場内研修に関する研究は少なかっ
た．このことから，同行訪問を含めた職場内研
修に関する研究の必要性が示唆された．
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この場に「イル」ことから自己了解獲得に向けた支援についての一考察
～認知症クライアントへの現象学的アプローチ～
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）しもだてメディカルポート ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域博
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ついてどのような研究的取り組みがなされてい
るか検討した．
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あるが，勤務都合や地理的な都合により研修参
加が難しいことが挙げられていた．一方，研修
プログラムの開発に関する研究の多くは，外部
研修を想定したものであった．
【考察】訪問看護ステーションにおける現任教
育として，職場内研修に関する研究は少なかっ
た．このことから，同行訪問を含めた職場内研
修に関する研究の必要性が示唆された．
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地域在住高齢者におけるタブレット端末利用型調査法と質問紙調査法の差異

○楠本泰士 ），喜多義弘 ），日下さと美 ），飛山義憲 ），土屋順子 ），忽那俊樹 ），亀田弘
之 ） ，相田紗織 ），高橋哲也 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）東京工科大学コンピュータサイエンス学部
キーワード：タブレット 高齢者 質問紙
【目的】本研究では，臨床で使用されている質
問紙のタブレットアプリを開発し，高齢者にお
けるタブレット端末利用型調査法と質問紙調査
法との違いを検証することを目的とした．
【方法】アプリの開発は，高齢者に使用される
基本チェックリストやフレイル関連項目，老年
期うつ病評価尺度，栄養に関する調査項目を行
った．調査に用いたタブレットは 型の

とした．今回は地域在住高齢者
名を対象に基本チェックリストとフレイル

関連項目を調査した．対象をタブレットで回答
した群と質問紙で回答した群にランダムに割り
付けた．調査時に調査の回答時間と質問回数，
測定者によるデータ入力時間を測定した．また，
タブレットの操作性に関するアンケートを実施
した．得られたパラメーターをχ2検定，対応

のない 検定にて比較した．本研究は東京工科
大学倫理審査委員会の承認を得て行った（承認
番号：第Ｅ１５ＨＳ－０２５号）．
【結果】二群間で各項目，調査の回答時間に差
はなかった．タブレットで回答した群の方が有
意に質問回数が多く，データ入力時間が三分の
一と短かった．タブレット操作性のアンケート
では，画面の見易さや入力の手間など否定的な
意見はなかった．
【考察】二群間で調査時間に差がなかったこと
から，必要な情報はタブレットで得られていた
が，回答方法に関して質問回数が多くなったと
考えられる．
【結語】大規模調査時にタブレットを用いた調
査の有用性が示唆された．

都市部居住女性高齢者の膝関節痛の認識と対処

〇中野理恵１），河原加代子２）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科博士後期課程 ）首都大学東京大学院人間健康科
学研究科
キーワード：膝関節痛 女性高齢者 認識
【目的】女性は変形性膝関節症の罹患率が高く
関節障害は要支援となる理由の 位である．都
市部に居住する後期高齢女性の独居が増加する
ことが予測されているため都市部に居住する女
性高齢者が膝関節痛をどのように認識し対処し
ているのか，それらに影響を及ぼす要因を明ら
かにする．
【方法】膝関節痛の状態等について半構成面接
を実施し質的帰納的に分析．対象者は都内の高
齢者クラブ，内科系開業医等から募り同意の得
られた膝関節痛のある女性高齢者．首都大学東
京荒川キャンパス研究安全倫理審査 承認番号

．
【結果】対象者は 歳台女性 名．対象者は
歩行機能の低下を認識していたものの生活に支
障が出始めた時点で急激に膝が悪くなったと認

識し受診するという対処をしていたが，「治るか
どうか」という価値観が影響し治療効果が得ら
れない通院を中止していた．対象者は膝関節の
状態を良くしようとテレビや本，知人等から情
報を得ておりそれらに影響を受けながら対処を
模索していた．
【考察】対象者の歩行機能の低下と受診の必要
性の認識には時期的に差があり価値観により受
診中断を招く恐れがある．また，情報の入手先
には医療者は含まれておらず適切な情報が入手
できているとは言い難い状況が示唆された．
【結語】都市部居住女性高齢者の膝関節痛の認
識は歩行機能の低下と医療の必要性の認識に時
期的に差がある．また治療中断につながる価値
観を考慮することが必要である．
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【考察】対象者の歩行機能の低下と受診の必要
性の認識には時期的に差があり価値観により受
診中断を招く恐れがある．また，情報の入手先
には医療者は含まれておらず適切な情報が入手
できているとは言い難い状況が示唆された．
【結語】都市部居住女性高齢者の膝関節痛の認
識は歩行機能の低下と医療の必要性の認識に時
期的に差がある．また治療中断につながる価値
観を考慮することが必要である．

看護実践能力の向上を目指した学習法の検討
～自作動画による視聴の試み～

○前田耕助 ），野村亜由美 ），三輪聖恵 ），大庭貴子 ），習田明裕 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科
キーワード：自作動画 タブレット端末
【目的】本学基礎看護学領域では，平成 年
度より学部 年生を対象に

（情報通信技術：
以下， ）を活用した「基礎看護技術の自作
動画」（以下，自作動画）の振り返り学習法を導
入してきた．昨年度より，自作動画の学内専用

での配信に加え，自作動画が保存されたタ
ブレット端末の貸し出しを追加した．本研究で
は自作動画のニーズや の利用状況を明ら
かにし，効果的な振り返り学習法の示唆を得る
ことを目的とした．
【方法】看護基礎援助学系の科目を履修してい
る学部 年生（ 名）を対象に視聴方法も含め
自由意思にて自作動画を視聴してもらい，質問
用紙に回答してもらった．本研究は所属機関の
研究安全倫理審査委員会の承認（ ）を得

て実施した．
【結果】タブレット端末を追加した結果，自作
動画を視聴した対象者は から に有意
に増加し，そのうち はタブレット端末
（ による視聴の併用を含む）を利用してい
た．視聴した対象者全員が「今後も自作動画を
視聴したい」と回答した．視聴したい時期は「実
習中」と回答したものは ，「実習前」は ，
「講義・演習の復習時」は だった．
【考察】タブレット端末による視聴を加えた結
果，利用状況の増加に伴い自作動画がこれまで
より広く浸透したことが考えられた．加えて，
自作動画の視聴は対象者のモチベーションアッ
プや本領域の目標である看護実践能力の向上の
ための振り返り学習法の一つとして貢献できる
ことが示唆された．

「看護師の調整」の構成概念の検討
～病院に勤務する看護師への面接調査から～

〇藤田厚美 ），習田明裕 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード：看護師 調整 構成概念
【目的】本研究は，病院に勤務する看護師への
面接調査から「看護師の調整」を構成する概念
を明らかにすることを目的とする．
【方法】関東圏の病院に勤務する看護師７名を
対象に，インタビューガイドを用いた半構造化
面接を実施し，得られたデータを質的帰納的に
分析した．なお本研究は，平成 年度首都大
学東京荒川キャンパス研究安全倫理委員会の承
認（承認番号： ）を得て実施した．
【結果】分析の結果， 個のコアカテゴリー，
個のカテゴリー， 個のサブカテゴリーが

抽出された．コアカテゴリーは，【患者・家族の
権利擁護】，【情報共有の促進】，【チーム方針の

合意形成】，【アプローチ方針の選定】，【専門職
のエンパワーメント】，【患者・家族のつながり
形成】であった．
【考察】病院に勤務する看護師の調整とは，患
者・家族の権利擁護を基盤として，患者・家族
と専門職間での情報共有とチーム方針の合意形
成を促し，自身のアプローチ方針を選定した上
で，専門職をエンパワーメントし，患者・家族
のつながりを形成することであると示唆された．
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脳性麻痺患者における呼吸機能と関節トルク・新体力テストとの関係性

○池上直輝 ），楠本泰士 ），網本さつき ），藤井香菜子 ），今井裕紀 ），大村亮太 ），井上
瑛絵 ），山上美優 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 ）
精陽学園
キーワード：脳性麻痺 呼吸機能 新体力テスト
【目的】本研究は，脳性麻痺患者 の呼吸
機能と膝関節トルク， 走，反復横跳び，上
体起こしとの関係を明らかにすることを目的と
した．
【方法】対象は ～ 歳の脳性麻痺男性 名
とした．電子スパイロメータを用いた呼吸機能
肺活量，％肺活量，努力肺活量， 秒率 ，徒
手筋力計を用いた膝関節トルク，新体力テスト

走，反復横跳び，上体起こし の計測を
行い， における呼吸機能と膝関節トルク，
新体力テストの相関関係をそれぞれ調査した．
統計ソフトは ． を使
用し， の相関係数を用いて検討した．
【結果】 では肺活量と膝関節トルクで相関
がみられ，相関係数は だった． 肺活量，

努力性肺活量， 秒率と膝関節トルクには相関
はみられなかった．呼吸機能と上体起こしで最
も高い相関がみられ， 秒率で相関係数は
だった．
【考察】健常者では体幹機能と呼吸機能で相関
は出ないと報告があるが， において上体起
こしで高い相関がみられた．脳卒中患者では努
力呼気筋が優位に使われている報告がある．
で高い相関係数がみられた要因として脳卒中患
者と同様に努力呼気筋が優位に使われ健常者と
異なる結果となった可能性が考えられる．
【結語】 の呼吸機能では上体起こしで最も
高い相関がみられたことから，臨床上で上体起
こしを評価する重要性が示唆された．

脳性麻痺患者の下肢筋肉量と筋力・筋出力の関係

○今井裕紀 ），楠本泰士 ），網本さつき ），藤井香菜子 ），池上直輝 ），井上瑛絵 ），大村
亮太 ），山上美優 ），若松龍之介 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 ）
精陽学園
キーワード：脳性麻痺 筋肉量 筋出力
【目的】本研究は，脳性麻痺患者の下肢筋肉量
と膝伸展筋力， 以下

，新体力テストの各種項目の関係性を
明らかにすることを目的とした．
【方法】対象は ～ 歳の脳性麻痺男性 名
とした．下肢筋肉量と膝伸展筋力， ，新
体力テスト（ ｍ走，反復横跳び，立ち幅跳び）
との相関関係をそれぞれ調査した．統計ソフト
は を使用し，統計
処理は の相関係数を用いて検討した．
【結果】下肢筋肉量と立ち幅跳びで相関がみら
れた．相関係数は であった．一般に下肢筋
肉量と最も相関があると言われている膝伸展ト
ルクでは相関が見られなかった．また，同じ新

体力テストである反復横跳び， 走について
は筋肉量との相関は見られなかった．
【考察】今回，各種身体機能パラメータと下肢
筋肉量に相関が得られなかったのは脳性麻痺の
一次障害である異常筋緊張や選択的随意運動制
御の障害によってうまく筋力が発揮できなかっ
たためと考えられる．立幅跳びに相関がみられ
たのは，純粋に下肢の筋肉量だけでなく上肢・
体幹の協調的な運動が関与していたと考えられ
る．
【結語】立幅跳びには，下肢の筋肉量だけでな
く上肢・体幹の協調的な運動が関与していた可
能性が示唆された．
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脳性麻痺患者における呼吸機能と関節トルク・新体力テストとの関係性

○池上直輝 ），楠本泰士 ），網本さつき ），藤井香菜子 ），今井裕紀 ），大村亮太 ），井上
瑛絵 ），山上美優 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 ）
精陽学園
キーワード：脳性麻痺 呼吸機能 新体力テスト
【目的】本研究は，脳性麻痺患者 の呼吸
機能と膝関節トルク， 走，反復横跳び，上
体起こしとの関係を明らかにすることを目的と
した．
【方法】対象は ～ 歳の脳性麻痺男性 名
とした．電子スパイロメータを用いた呼吸機能
肺活量，％肺活量，努力肺活量， 秒率 ，徒
手筋力計を用いた膝関節トルク，新体力テスト

走，反復横跳び，上体起こし の計測を
行い， における呼吸機能と膝関節トルク，
新体力テストの相関関係をそれぞれ調査した．
統計ソフトは ． を使
用し， の相関係数を用いて検討した．
【結果】 では肺活量と膝関節トルクで相関
がみられ，相関係数は だった． 肺活量，

努力性肺活量， 秒率と膝関節トルクには相関
はみられなかった．呼吸機能と上体起こしで最
も高い相関がみられ， 秒率で相関係数は
だった．
【考察】健常者では体幹機能と呼吸機能で相関
は出ないと報告があるが， において上体起
こしで高い相関がみられた．脳卒中患者では努
力呼気筋が優位に使われている報告がある．
で高い相関係数がみられた要因として脳卒中患
者と同様に努力呼気筋が優位に使われ健常者と
異なる結果となった可能性が考えられる．
【結語】 の呼吸機能では上体起こしで最も
高い相関がみられたことから，臨床上で上体起
こしを評価する重要性が示唆された．

脳性麻痺患者の下肢筋肉量と筋力・筋出力の関係

○今井裕紀 ），楠本泰士 ），網本さつき ），藤井香菜子 ），池上直輝 ），井上瑛絵 ），大村
亮太 ），山上美優 ），若松龍之介 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 ）
精陽学園
キーワード：脳性麻痺 筋肉量 筋出力
【目的】本研究は，脳性麻痺患者の下肢筋肉量
と膝伸展筋力， 以下

，新体力テストの各種項目の関係性を
明らかにすることを目的とした．
【方法】対象は ～ 歳の脳性麻痺男性 名
とした．下肢筋肉量と膝伸展筋力， ，新
体力テスト（ ｍ走，反復横跳び，立ち幅跳び）
との相関関係をそれぞれ調査した．統計ソフト
は を使用し，統計
処理は の相関係数を用いて検討した．
【結果】下肢筋肉量と立ち幅跳びで相関がみら
れた．相関係数は であった．一般に下肢筋
肉量と最も相関があると言われている膝伸展ト
ルクでは相関が見られなかった．また，同じ新

体力テストである反復横跳び， 走について
は筋肉量との相関は見られなかった．
【考察】今回，各種身体機能パラメータと下肢
筋肉量に相関が得られなかったのは脳性麻痺の
一次障害である異常筋緊張や選択的随意運動制
御の障害によってうまく筋力が発揮できなかっ
たためと考えられる．立幅跳びに相関がみられ
たのは，純粋に下肢の筋肉量だけでなく上肢・
体幹の協調的な運動が関与していたと考えられ
る．
【結語】立幅跳びには，下肢の筋肉量だけでな
く上肢・体幹の協調的な運動が関与していた可
能性が示唆された．

脳性麻痺片麻痺患者の筋肉量の特徴

○大村亮太 ），楠本泰士 ），網本さつき ），藤井香菜子 ），池上直輝 ），井上瑛絵 ），今井
裕紀 ），山上美優 ），若松龍之介 ）
）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 ）
精陽学園
キーワード：脳性麻痺 筋肉量 握力
【目的】本研究は，脳性麻痺片麻痺患者の上下
肢機能について，筋肉量と各種筋力の関係を明
らかにすることを目的とした．
【方法】対象は ～ 歳の脳性麻痺片麻痺男
性 名とした．利き手，非利き手の上肢筋肉量
と握力，利き足・非利き足の下肢筋肉量と膝伸
展筋力を測定した．利き手・非利き手の 郡で
上肢筋肉量と握力を，利き足・非利き足の 郡
で下肢筋肉量と膝伸展筋力を比較した．統計ソ
フトは ． を使用し，
統計処理は対応のない 検定を用いた．
【結果】利き手・非利き手の筋肉量では有意差

は見られなかったが，握力では利き手が有意に
高かった．利き足・非利き足の下肢伸展筋力と
下肢筋肉量において，有意差は見られなかった．
【考察】利き足・非利き足の膝伸展筋力は歩行
で下肢筋力を使用しているため有意差が出なか
ったと考えられる．非利き手は随意性の低下に
より随意的な運動が行えない．補助手であるた
め普段からあまり使用していないと考えられる．
【結語】膝伸展筋力に有意差が出なかったこと
から脳性麻痺片麻痺患者の普段の歩行は重要で
あると考えられる．日常生活の中で補助手を積
極的に使用することが重要だと示唆される．

重度手関節屈曲拘縮を呈した脳性麻痺児に対する手関節授動術と理学療法，
装具療法の効果

○加藤愛理 ）
）南多摩整形外科病院
キーワード：重度手関節屈曲拘縮 脳性麻痺 装具療法
【はじめに】両手関節重度屈曲拘縮を呈した脳
性麻痺痙直型四肢麻痺児に対し，左手関節授動
術を施行後，理学療法と装具療法を行い，屈曲
拘縮が大きく改善した症例を経験したので報告
する．
【症例紹介】粗大運動能力分類システムレベル
Ⅳ，寝返りは側臥位まで可能で，屋内外の移動
は電動車椅子を自操していた．コミュニケーシ
ョンはひらがなのボードを用いていた
．【治療経過】術後 週間のギプス固定後，装
具の使用を始めた．理学療法では牽引と滑り運
動を組み合わせた関節モビライゼーションを行
った．装具は術前使用していたコックアップス
プリントを使用した．装具の装着時間は術後
日目までは疼痛が出現したため午前・午後とも
に ～ 時間，その後は疼痛なく午前 ～ 時間，
午後 ～ 時間，夕食後 ～ 時間であった．

手関節角度は，術前伸展 110°，術後 日目伸
展 40°，術後 日目伸展 55°，術後 日目
伸展 40°，術後 日目伸展 35°，術後 日
目伸展 25°と変化した．
【考察】本症例は手関節の変形が強く，手関節
周囲の各関節の関節包内運動の動きが少なかっ
た．関節モビライゼーションと装具を併用した
ことで手関節の可動性が増加した．術後手関節
伸展可動域が増加するにつれ，手指のスワンネ
ック変形が改善し，手指屈曲の自動運動がわず
かに見られるようになった．
【結語】脳性麻痺児の重度手関節屈曲拘縮に対
する術後の理学療法，装具療法は有用であると
示唆された．
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極低出生体重児における上肢機能獲得時期の検討

○内尾優 ） ，長谷川三希子 ），猪飼哲夫 ） ，内山温 ）
）東京女子医科大学リハビリテーション部 ）東京女子医科大学リハビリテーション科 ）
東京女子医科大学母子総合医療センター新生児医学科
キーワード：極低出生体重児 上肢機能 運動獲得時期
【目的】早産児は学齢期以降に上肢微細運動が
正期産児に比べ劣ることが報告されている．し
かし乳児期の上肢機能について周産期因子を考
慮した報告は少ない．そこで早産児の乳児期に
おける上肢機能獲得時期について検討した．
【方法】後方視的観察研究．対象は， 年間の
内当院出生した神経学的異常のみられない極低
出生体重児 名（平均出生体重962±292，平
均在胎期間28.6±3.0週）．方法は，対象の上肢
機能獲得時期を修正月齢にて調査した．調査し
た上肢機能は，両手を合わす，物に手を伸ばす，
物を持ち替えるとした．上肢機能獲得時期を出
生体重別，在胎期間別に把握するため，対象を
各々 群に分類して検討した．統計学的検討に
は，各 群間の上肢機能獲得時期の比較を

の 検定，また獲得通過率を
法を用いて算出し， 検

定により比較した．なお，本研究は当院倫理委
員会の承認を得て実施した．
【結果】上肢機能のうち，両手を合わす，物に
手を伸ばすは出生体重別，在胎期間別の各 群
間において獲得時期，獲得通過率に差はみられ
なかった．物を持ち替えるは，出生体重が軽く，
在胎期間が短いほど獲得時期は遅延し，獲得通
過率は低かった．
【考察】極低出生体重児のうち出生体重が軽い，
在胎期間が短いほど上肢機能獲得の遅れが予想
されることから，早期から継続した発達評価，
介入を行っていく必要がある．

直流前庭電気刺激が身体傾斜角度に及ぼす影響
～対側刺激順応の効果～

〇浅野雄太 ） 網本和 ）
）多摩丘陵病院リハビリテーション技術部理学療法科 ）首都大学東京大学院人間健康科学
研究科
キーワード：直流前庭電気刺激 身体傾斜角度 対側刺激順応
【目的】健常成人において直流前庭電気刺激 以
下 施行下における座位での重心側方移動
課題が，下腿，体幹及び頭頸部の傾斜角度に及
ぼす影響を明らかにすること．
【方法】対象は右手利き健常成人 名とした．
全対象者に本実験の主旨を説明し，書面にて同
意を得た．刺激パラメータは，刺激強度を
ｍ ，パルス幅を300μsec，周波数を と
した．本実験では， を 分間付与する左
陽極刺激条件以下 条件，開始 秒後に
停止する左陽極偽刺激条件 以下 条件の
条件を設けた．対象者に反射マーカーを貼付

し，動的座位の動画を処理し傾斜角度を計測し
た． 介入前に計測した後 を 分間閉
眼にて付与し，その後 介入後の評価を行
った．そして， 施行下にて 回 秒間の

陰極側への重心移動課題を計 回行い，実施
後に を停止させ，重心移動課題後の評価
を行った．
【結果】重心左側移動では と運動課題の
併用により， 条件の体幹及び頭頸部の傾斜
角度が有意に増加した．一方，重心右側移動で
は体幹及び頭頸部の傾斜角度は増加傾向を示し
たが，有意差はなかった．
【考察】重心左側移動では運動方向と に
よる傾斜が同方向であるため，相乗作用により
傾斜角度が増加したと考える．頭頸部が体幹と
比較し傾斜角度がより増加した理由として，運
動課題実施時に頭頸部を として
用いていたことが考えられる．【結語】座位バラ
ンス低下症例への新たな治療介入の展開が期待
される結果となった．
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極低出生体重児における上肢機能獲得時期の検討

○内尾優 ） ，長谷川三希子 ），猪飼哲夫 ） ，内山温 ）
）東京女子医科大学リハビリテーション部 ）東京女子医科大学リハビリテーション科 ）
東京女子医科大学母子総合医療センター新生児医学科
キーワード：極低出生体重児 上肢機能 運動獲得時期
【目的】早産児は学齢期以降に上肢微細運動が
正期産児に比べ劣ることが報告されている．し
かし乳児期の上肢機能について周産期因子を考
慮した報告は少ない．そこで早産児の乳児期に
おける上肢機能獲得時期について検討した．
【方法】後方視的観察研究．対象は， 年間の
内当院出生した神経学的異常のみられない極低
出生体重児 名（平均出生体重962±292，平
均在胎期間28.6±3.0週）．方法は，対象の上肢
機能獲得時期を修正月齢にて調査した．調査し
た上肢機能は，両手を合わす，物に手を伸ばす，
物を持ち替えるとした．上肢機能獲得時期を出
生体重別，在胎期間別に把握するため，対象を
各々 群に分類して検討した．統計学的検討に
は，各 群間の上肢機能獲得時期の比較を

の 検定，また獲得通過率を
法を用いて算出し， 検

定により比較した．なお，本研究は当院倫理委
員会の承認を得て実施した．
【結果】上肢機能のうち，両手を合わす，物に
手を伸ばすは出生体重別，在胎期間別の各 群
間において獲得時期，獲得通過率に差はみられ
なかった．物を持ち替えるは，出生体重が軽く，
在胎期間が短いほど獲得時期は遅延し，獲得通
過率は低かった．
【考察】極低出生体重児のうち出生体重が軽い，
在胎期間が短いほど上肢機能獲得の遅れが予想
されることから，早期から継続した発達評価，
介入を行っていく必要がある．

直流前庭電気刺激が身体傾斜角度に及ぼす影響
～対側刺激順応の効果～

〇浅野雄太 ） 網本和 ）
）多摩丘陵病院リハビリテーション技術部理学療法科 ）首都大学東京大学院人間健康科学
研究科
キーワード：直流前庭電気刺激 身体傾斜角度 対側刺激順応
【目的】健常成人において直流前庭電気刺激 以
下 施行下における座位での重心側方移動
課題が，下腿，体幹及び頭頸部の傾斜角度に及
ぼす影響を明らかにすること．
【方法】対象は右手利き健常成人 名とした．
全対象者に本実験の主旨を説明し，書面にて同
意を得た．刺激パラメータは，刺激強度を
ｍ ，パルス幅を300μsec，周波数を と
した．本実験では， を 分間付与する左
陽極刺激条件以下 条件，開始 秒後に
停止する左陽極偽刺激条件以下 条件の
条件を設けた．対象者に反射マーカーを貼付

し，動的座位の動画を処理し傾斜角度を計測し
た． 介入前に計測した後 を 分間閉
眼にて付与し，その後 介入後の評価を行
った．そして， 施行下にて 回 秒間の

陰極側への重心移動課題を計 回行い，実施
後に を停止させ，重心移動課題後の評価
を行った．
【結果】重心左側移動では と運動課題の
併用により， 条件の体幹及び頭頸部の傾斜
角度が有意に増加した．一方，重心右側移動で
は体幹及び頭頸部の傾斜角度は増加傾向を示し
たが，有意差はなかった．
【考察】重心左側移動では運動方向と に
よる傾斜が同方向であるため，相乗作用により
傾斜角度が増加したと考える．頭頸部が体幹と
比較し傾斜角度がより増加した理由として，運
動課題実施時に頭頸部を として
用いていたことが考えられる．【結語】座位バラ
ンス低下症例への新たな治療介入の展開が期待
される結果となった．

健常成人における視覚情報操作による立ち直り反応の左右比較

○菊地謙 ），新田收 ），網本和 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科理学療法科学域

キーワード：立ち直り反応・姿勢制御・ヘッドマウントディスプレイ
【目的】健常成人を対象として前庭覚刺激を除
去し，視覚情報操作で生じる左右の立ち直り反
応を比較することを目的とした．
【方法】健常成人 名を座位傾斜装置（傾斜
角度 10°，傾斜速度は前庭覚を刺激しない
1.5°/sec に設定）で左右に傾斜し，ヘッドマ
ウントディスプレイ（以下 ）を装着させ
た．測定データは体幹立ち直り反応時間 以下

，頸部側屈角度変化（以下 ）[°]，
体幹側屈角度変化（以下 ）[°]とした．計
測条件は開眼，閉眼，視覚誤情報 （座面傾斜
なし， 傾斜動画，以下 ），視覚誤情報
（座面傾斜あり， 水平時画像再生，以

下 ）とした．統計処理は各計測データの条
件間比較を一元配置分散分析，左右差を対応の

ある 検定により行った．統計ソフトは
を用い有意水準 とした．

【結果・考察】 条件は立ち直り反応が認め
られず解析から除外した．両傾斜ともに は
開眼，閉眼， の順で有意に増加し，左傾斜
では の開眼と閉眼，右傾斜で の開眼と
閉眼，開眼と の間に差が認められた．左右
差比較では， の開眼条件と 条件に有意
な左右差が認められた．
【結語】今回の実験結果から，健常成人におけ
る左右の立ち直り反応の左右差は体幹や頸部の
側屈角度ではなく，視覚情報入力下での立ち直
り反応時間の計測により判別できることが示唆
された．

を使用したアダプテーションが電動車いす操作に
及ぼす影響

○米井圭衣子 ），網本和 ），藤野雄次 ），深田和浩 ），井上真秀 ），高橋秀寿 ），牧田茂 ）
）埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーションセンター ）首都大学東京健康福祉学

部理学療法学科 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科
キーワード： プリズムアダプテーション 電動車いす
【目的】半側空間無視 ，
以 下 ： に 対 す る 治 療 と し て

以下： があり，様々な報告があ
るが電動車いす操作への般化は検討されていな
い．また近年プリズム眼鏡ではなく

以下： を使用したアダ
プテーションが試みられる．そこで本実験では
健常者において を使用したアダプテーシ
ョンの電動車いす操作への般化を検討すること
を目的とした．
【方法】対象は右利きの健常成人 名としコ
ントロール群，介入群の 名ずつに分けた．
介入課題として を装着し利き手でリーチ
課題を行い，その前後で電動車いす操作と開
眼・閉眼で体幹正中定位テストを行った．
【結果】体幹正中定位テストにおいて介入群は
開眼・閉眼ともに有意に左へ，コントロール群

は閉眼で有意に右へ偏倚した．電動車いす操作
時間は両群ともに介入課題前後で有意差は認め
なかった．
【考察】介入群ではプリズム眼鏡を使用した従
来の研究と同様の効果が得られた．一方コント
ロール群で閉眼時に右へ偏倚した理由として，
利き手での単純な課題により対側である左脳の
活性化が考えられる．電動車いす操作への般化
を認めなかった理由として，健常者は 患
者と比較し の効果が現れにくいこと，大き
な手の運動を伴わない課題であったことが考え
られる．
【結語】本実験では電動車いす操作への般化は
認めなかったが， 患者と健常者では の
効果が異なることが考えられるため，今後は

患者において検討していく必要がある．
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延髄外側症候群によって を呈した症例に対する
認知神経リハビリテーションに基づく理学療法介入

～三次元動作解析による姿勢，歩行の変化～
○後藤圭介 ），原大貴 ），中村花穂 ），内田政行 ），長谷川三希子 ），内尾優 ），池田由美
），猪飼哲夫 ）
）東京女子医科大学リハビリテーション部 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科理学
療法科学域 ）東京女子医科大学リハビリテーション科
キーワード：延髄外側症候群 三次元動作解析
【はじめに】 による姿勢障害に対
して認知神経リハビリテーション（以下，認知
神経リハ）に基づく訓練課題を中心に理学療法
介入を行い，その効果について検証した．
【症例紹介】 代男性．起床時にふらつきと左
に傾く症状，動悸を自覚した．入院時の所見と
して，左顔面神経麻痺，左上・下肢失調症状を
認めた．第 病日に球麻痺症状が進行し，同日
施行された頭部 では左延髄外側に梗塞巣
を示した．
【理学療法経過】第 病日よりリハビリテーシ
ョン介入が開始され，介入初期は医学的な安静
度により床上での介入が中心だった．第 病
日から離床開始した．端坐位姿勢は左後側方へ
の体幹の崩れ，歩容は左立脚期に十分に重心を

左に移動できず，左股関節外転位での支持が観
察された．第 ， ， 病日に三次元動作解
析装置を用いて，動作分析を実施した．最終的
には 歩行（歩行器使用）が可能となり第
病日に転院となった．

【結果・考察】 による姿勢障害に
対して認知神経リハに基づく認知課題を中心に
理学療法を展開した．認知課題を通して身体へ
の注意を促すことや，動作の異常性に対して気
づきを促すことが，姿勢アライメントや運動単
位の動員異常を改善し，動作の効率性・安全性
の改善に寄与した．
【結語】 による姿勢障害に対して
認知神経リハによる理学療法介入の有用性が示
唆された．

脳卒中を経験した当事者を対象とした我が国の作業療法領域における
質的研究の文献レビュー

～ 年－ 年に発表された原著論文を対象として～
◯相原彩香 ） ）谷村厚子 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学 博士前期課程 ）東京湾岸リハビリ
テーション病院作業療法科 首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域
キーワード：脳卒中，質的研究，作業療法
【目的】今後の作業療法介入に資するため，脳
卒中を経験した当事者を対象とした我が国の作
業療法領域における質的研究を概観し，得られ
た知見を検討する．
【方法】医学中央雑誌刊行会の医中誌 を用
い， 年 年の原著論文を対象とした．
キーワードは「脳卒中」「片麻痺」のいずれかと
「作業療法」と「インタビュー」「面接」「グラ
ウンデッドセオリーアプローチ」「現象学」「ナ
ラティブ」「質的研究」のいずれかを組み合わせ
た．対象者が脳卒中を経験した当事者ではない
もの，作業療法士が介入していないものを除い
た．
【結果と考察】検出された論文は 件であり，
選択基準に基づき抽出した結果，最終的に

件を対象とした．データ収集時期は入院中が
件，退院後が 件となっていた．分析方法は
グラウンデッドセオリーアプローチが 件，内
容分析が 件， 法が 件，現象学的方法が
件，その他が 件であった（重複あり）．いず
れも，脳卒中の経験や病後の作業がどのように
体験されるのかを分析しており，脳卒中を経験
した当事者の意味のある作業の探索や発展，思
考・行動への気づき，作業の経時的な変化，新
たな生活に目を向けるきっかけに焦点が当てら
れていた．作業療法介入を充実させるために，
脳卒中者が経験した主観的な作業の意味づけの
変化を深く理解するには，質的研究をさらに発
展させる必要があると考えられた．
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延髄外側症候群によって を呈した症例に対する
認知神経リハビリテーションに基づく理学療法介入

～三次元動作解析による姿勢，歩行の変化～
○後藤圭介 ），原大貴 ），中村花穂 ），内田政行 ），長谷川三希子 ），内尾優 ），池田由美
），猪飼哲夫 ）
）東京女子医科大学リハビリテーション部 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科理学
療法科学域 ）東京女子医科大学リハビリテーション科
キーワード：延髄外側症候群 三次元動作解析
【はじめに】 による姿勢障害に対
して認知神経リハビリテーション（以下，認知
神経リハ）に基づく訓練課題を中心に理学療法
介入を行い，その効果について検証した．
【症例紹介】 代男性．起床時にふらつきと左
に傾く症状，動悸を自覚した．入院時の所見と
して，左顔面神経麻痺，左上・下肢失調症状を
認めた．第 病日に球麻痺症状が進行し，同日
施行された頭部 では左延髄外側に梗塞巣
を示した．
【理学療法経過】第 病日よりリハビリテーシ
ョン介入が開始され，介入初期は医学的な安静
度により床上での介入が中心だった．第 病
日から離床開始した．端坐位姿勢は左後側方へ
の体幹の崩れ，歩容は左立脚期に十分に重心を

左に移動できず，左股関節外転位での支持が観
察された．第 ， ， 病日に三次元動作解
析装置を用いて，動作分析を実施した．最終的
には 歩行（歩行器使用）が可能となり第
病日に転院となった．

【結果・考察】 による姿勢障害に
対して認知神経リハに基づく認知課題を中心に
理学療法を展開した．認知課題を通して身体へ
の注意を促すことや，動作の異常性に対して気
づきを促すことが，姿勢アライメントや運動単
位の動員異常を改善し，動作の効率性・安全性
の改善に寄与した．
【結語】 による姿勢障害に対して
認知神経リハによる理学療法介入の有用性が示
唆された．

脳卒中を経験した当事者を対象とした我が国の作業療法領域における
質的研究の文献レビュー

～ 年－ 年に発表された原著論文を対象として～
◯相原彩香 ） ）谷村厚子 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学 博士前期課程 ）東京湾岸リハビリ
テーション病院作業療法科 首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域
キーワード：脳卒中，質的研究，作業療法
【目的】今後の作業療法介入に資するため，脳
卒中を経験した当事者を対象とした我が国の作
業療法領域における質的研究を概観し，得られ
た知見を検討する．
【方法】医学中央雑誌刊行会の医中誌 を用
い， 年 年の原著論文を対象とした．
キーワードは「脳卒中」「片麻痺」のいずれかと
「作業療法」と「インタビュー」「面接」「グラ
ウンデッドセオリーアプローチ」「現象学」「ナ
ラティブ」「質的研究」のいずれかを組み合わせ
た．対象者が脳卒中を経験した当事者ではない
もの，作業療法士が介入していないものを除い
た．
【結果と考察】検出された論文は 件であり，
選択基準に基づき抽出した結果，最終的に

件を対象とした．データ収集時期は入院中が
件，退院後が 件となっていた．分析方法は
グラウンデッドセオリーアプローチが 件，内
容分析が 件， 法が 件，現象学的方法が
件，その他が 件であった（重複あり）．いず
れも，脳卒中の経験や病後の作業がどのように
体験されるのかを分析しており，脳卒中を経験
した当事者の意味のある作業の探索や発展，思
考・行動への気づき，作業の経時的な変化，新
たな生活に目を向けるきっかけに焦点が当てら
れていた．作業療法介入を充実させるために，
脳卒中者が経験した主観的な作業の意味づけの
変化を深く理解するには，質的研究をさらに発
展させる必要があると考えられた．

がん化学療法サバイバーのしびれが１日の作業とその意味づけに与える影響
～予備的調査～

○石橋裕 ），福井里美 三浦里織 ，坂井志織
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域 ）首都大学東京大学院人間健康
科学研究科看護科学域
キーワード：がんサバイバー，化学療法，作業質問紙
【目的】本研究の目的は，化学療法後にしびれ
が残存したがん患者 がんサバイバー を対象に，
しびれの影響が強い時の１日の作業内容と作業
の意味づけはしびれの影響が少ない時と異なる
のか，作業質問紙
以下 を用いて予備的に比較検討すること
とした．
【方法】対象は，調査の同意が得られた
歳代のがんサバイバー 名男 ，女 である．
調査は，主疾患名，発症からの期間をたずねた
ほか， を使用した． では，１日の作業
を 分刻みで作業をあげ，その作業の有能感，
価値，興味を 段階で判定してもらった．今回，
しびれの影響が強い日と少ない日を思い出して
もらい，それぞれ で記録した．本研究は，
首都大学東京荒川キャンパス安全倫理委員会の

承認を得て行った．
【結果】対象者の疾患名は，乳がん 名，前立
腺がん 名であり，治療期間は 年であっ
た． の結果，しびれの影響を受けない活動
が多かったが，影響が強い日の方が有能感と興
味が低い傾向にあった．一方，しびれの影響が
強い日に行っていなかった作業は，パソコン，
仕事，片付け，入浴，洗濯，ピアサポート等で
あった．
【考察】本研究により，しびれの影響が強い時
と少ない時の１日の作業内容と作業の意味づけ
は異なる傾向が示された．特に，同じ作業を行
っていてもしびれが強いと意味づけが低くなる
傾向があること，しびれの影響で実施しない作
業は，机上作業から軽運動まで多岐にわたるこ
とが示唆された．

障害高齢者の自宅退院後における住環境整備の実施状況と移動行動との関連

○太田智之 ） ），橋本美芽 ）
）健和会補助器具センター ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科
キーワード：住環境整備，移動行動，アクセシビリティ
【目的】住環境整備の実施と退院後の移動行動
との関連を明らかにする．
【方法】 年 月～ 年 月に 病院回
復期リハ病棟から自宅退院し調査同意が得られ
た 名と担当ケアマネジャーに対し，自記式
記名式の郵送調査を実施した． 組より回答を
得，このうち有効回答は 組であった．閉じ
こもりの有無と転倒歴の移動行動で４群に分け，
住環境整備状況との関連を検討した．本研究は
首都大学東京荒川キャンパス研究安全倫理委員
会の承認を得て実施した．
【結果】非閉じこもりで転倒歴がある者は，退
院時改修未実施群において多く（ ）特に，
外出のための検討を実施していない者が多かっ
た（公道までのアプローチ： ，玄関：

）．閉じこもり高齢者のうち追加フォロ

ーを受けた者は，そうでない者と比較し転倒が
少ない傾向にあった（ ）．
【考察】転倒に対する恐怖心は外出行動を阻害
するリスク要因（杉原 ）との報告もあり，
本調査において非閉じこもりで転倒歴がある者
は，閉じこもりの前段階として支援対象となり
うると考えられた．
【結語】本人の移動行動には，敷地や玄関等の
住宅改修実施の有無や，福祉用具を中心とした
フォローアップが影響しており，自宅退院後の
障害高齢者にとって，これらアクセシビリティ
を高める縦断的支援提供の必要性が示唆された．
本調査は平成 年度優美記念財団の助成を受
け実施した．
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タブレット端末を用いた認知訓練システムの考案
～ゲームの紹介とアンケートの回答から～

○鈴木健太郎 ），北越大輔 ），清水俊平 ），鈴木雅人 ）
）杏林大学保健学部作業療法学科 ）東京工業高等専門学校情報工学科 ）電気通信大学情
報理工学部総合情報学科
キーワード：高齢者 介護予防 支援機器
【はじめに・目的】高齢者の介護予防活動の認
知症予防への貢献を期待し，著者らはタブレッ
ト端末を用いた認知訓練システムの考案を進め
てきた．本稿はその概要紹介を目的に，考案し
たシステムの紹介と印象等に関するアンケート
結果から考察する．本研究は介護予防に向けた
楽しい頭の訓練ゲーム実施の一案として，医療
福祉の立場からも意義ある活動と考えられ着手
した．
【方法】地域の保健福祉センターで活動してい
る ～ 歳代の自立高齢者 名を対象に，
考案システム実施後，ゲームの分かり易さ・楽
しさ等に関するアンケート回答を得た．本研究
は東京工業高等専門学校，人を対象とする研究
倫理委員会の承認の下実施した．

【結果・考察・結語】考案システムは，花・男
の子の表情・図形の 系統の絵柄で設定したタ
ブレット端末で行う視覚的記憶に関するもので，
難易度自動調節機能も備えている．絵柄は其々
数種類あり，選んだ系統の絵柄が複数同時に掲
示される．記憶後，一部が隠された画面が掲示
され，その虫食い部分を利用者が回答していく．
アンケート回答の結果，（ ～ の 段階で評価
／値が高いほど高評価），ゲームの面白さについ
ては平均 ，ルールの分かり易さ ，扱い
易さは であり高評価と考えられた．若干低
値だった分かり易さに関しては，まずの実施が
理解を促したとの解釈もできた．ゲーム単体と
いうよりもシステム全体での導入が有用と捉え
つつ，更に提案していきたい．

放射線治療における顔認証システム開発

○江面崇智 ， ），明上山温 ），齋藤秀敏 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科 ）東京女子医科大学病院中央放射線部
キーワード： 顔認証 放射線治療
【目的】近年の高精度放射線治療では患者ごと
に吸引式固定バッグやシェルなどのアクセサリ
が使用されている．以前の研究では，

（ ）カメラと コードを使用する
ことで患者固有のアクセサリの認識が可能とな
った．患者および患者のアクセサリが自動的に
認証されれば放射線治療におけるヒューマンエ
ラーを低減することが可能となる．そこで，本
研究では と カメラを用いた
顔と コードによる患者と患者のアクセサリ
の自動認証可能なシステムを開発することを目
的とする．本発表では，顔認証システムの開発
について報告する．
【方法】顔特徴点の取得には

を使用した．開発環境は
の ，開発ライブラリは

， ，データベー
ス管理システムとして を使用し

た．顔の特徴点は の
と を使用して特定のフレームを
キャプチャし， の

ライブラリから作成した．
は 次元の 座標 ，

は 次元の 座標
を有している．原点となる座標は の

近赤外線センサの中央に位置している．
【結果と考察】 開発したシステムにより顔の
特徴点を 点取得し，データベースへの登
録が可能となった．各特徴点の 次元座標は，

の 型にて取得できた．今後，放射線
治療時の顔認証に最適な特徴点数を算出する予
定である．
【結語】本研究から患者セットアップ時に患者
個人と患者アクセサリを自動認証できる可能性
が示唆された．
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タブレット端末を用いた認知訓練システムの考案
～ゲームの紹介とアンケートの回答から～

○鈴木健太郎 ），北越大輔 ），清水俊平 ），鈴木雅人 ）
）杏林大学保健学部作業療法学科 ）東京工業高等専門学校情報工学科 ）電気通信大学情
報理工学部総合情報学科
キーワード：高齢者 介護予防 支援機器
【はじめに・目的】高齢者の介護予防活動の認
知症予防への貢献を期待し，著者らはタブレッ
ト端末を用いた認知訓練システムの考案を進め
てきた．本稿はその概要紹介を目的に，考案し
たシステムの紹介と印象等に関するアンケート
結果から考察する．本研究は介護予防に向けた
楽しい頭の訓練ゲーム実施の一案として，医療
福祉の立場からも意義ある活動と考えられ着手
した．
【方法】地域の保健福祉センターで活動してい
る ～ 歳代の自立高齢者 名を対象に，
考案システム実施後，ゲームの分かり易さ・楽
しさ等に関するアンケート回答を得た．本研究
は東京工業高等専門学校，人を対象とする研究
倫理委員会の承認の下実施した．

【結果・考察・結語】考案システムは，花・男
の子の表情・図形の 系統の絵柄で設定したタ
ブレット端末で行う視覚的記憶に関するもので，
難易度自動調節機能も備えている．絵柄は其々
数種類あり，選んだ系統の絵柄が複数同時に掲
示される．記憶後，一部が隠された画面が掲示
され，その虫食い部分を利用者が回答していく．
アンケート回答の結果，（ ～ の 段階で評価
／値が高いほど高評価），ゲームの面白さについ
ては平均 ，ルールの分かり易さ ，扱い
易さは であり高評価と考えられた．若干低
値だった分かり易さに関しては，まずの実施が
理解を促したとの解釈もできた．ゲーム単体と
いうよりもシステム全体での導入が有用と捉え
つつ，更に提案していきたい．

放射線治療における顔認証システム開発

○江面崇智 ， ），明上山温 ），齋藤秀敏 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科 ）東京女子医科大学病院中央放射線部
キーワード： 顔認証 放射線治療
【目的】近年の高精度放射線治療では患者ごと
に吸引式固定バッグやシェルなどのアクセサリ
が使用されている．以前の研究では，

（ ）カメラと コードを使用する
ことで患者固有のアクセサリの認識が可能とな
った．患者および患者のアクセサリが自動的に
認証されれば放射線治療におけるヒューマンエ
ラーを低減することが可能となる．そこで，本
研究では と カメラを用いた
顔と コードによる患者と患者のアクセサリ
の自動認証可能なシステムを開発することを目
的とする．本発表では，顔認証システムの開発
について報告する．
【方法】顔特徴点の取得には

を使用した．開発環境は
の ，開発ライブラリは

， ，データベー
ス管理システムとして を使用し

た．顔の特徴点は の
と を使用して特定のフレームを
キャプチャし， の

ライブラリから作成した．
は 次元の 座標 ，

は 次元の 座標
を有している．原点となる座標は の

近赤外線センサの中央に位置している．
【結果と考察】 開発したシステムにより顔の
特徴点を 点取得し，データベースへの登
録が可能となった．各特徴点の 次元座標は，

の 型にて取得できた．今後，放射線
治療時の顔認証に最適な特徴点数を算出する予
定である．
【結語】本研究から患者セットアップ時に患者
個人と患者アクセサリを自動認証できる可能性
が示唆された．

カメラを使用した のエネルギースペクトルの取得

○森田恭平 ） 明上山温 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科 ）首都大学東京
キーワード：エネルギースペクトル カメラ
【目的】線形加速器によって生成される光子の
エネルギースペクトルは，それを直接測定する
ことが困難であるため，モンテカルロシミュレ
ーションによって計算されることが多い．正確
なエネルギースペクトルをリアルタイムで測定
することは，高精度放射線治療にとても有用で
ある．
【方法】これまでの研究では，線形加速器で生
成された光子が （ ）カメ
ラの画素値に影響を与えることを確認し，画素
値と線量率の関係を調査した．また， カ
メラの画素値と光子のエネルギーの関係を調査
した．本研究では， カメラの画素値と
と で生成される光子エネルギーの関係を

調べた．
【結果】鉄の長さが と の場合，
カメラでは光子は観測されず， 鉄の長さが

のとき最もよくカウントされた．鉄の長
さが から （ を除く）の場合，
光子が観測されたが，カウントは小さい．鉄の
長さが のとき，光子が観測された．
【考察】結果から，鉄の長さを変化させること
によって観察される光子の数が変化することが
見出された．高エネルギーの光子は，光子のエ
ネルギーを変化させることによって カメ
ラで観察することができる． カメラを用
いて のエネルギースペクトルを取得でき
ることが示唆された．

強度変調回転全身照射 における標的サイズに応じた
適正ビーム設定の検討

○高橋侑大 ， ），齋藤秀敏 ），明上山温 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科放射線科学域 ）自治医科大学附属さいたま医療
センター
キーワード：放射線治療
【目的】 年， らによって

の臨床導入が報告された．この論
文では によってアイソセンタ数を決定し，
体幹部同一横断面状の左右に一対のアイソセン
タ（ ）を用いていた．だがこの手法ではア
イソセンタ総数が最大 個，患者の治療寝台
上時間は 時間にも及んでいた．これは全身照
射の治療時間としては非常に長く，同一平面に
つのアイソセンタ（ ）でも臨床的に十分な

照射が行えるのではと考えた．本研究の目的は
における標的サイズに応じた適正

ビーム設定の検討である．
【方法】治療計画装置 を使用して，人
体を模擬した長径 ， ， ， 仮想楕円
ファントムを作成．また肺を模擬した長径

ファントムを作成．それぞれに ，
プランを組み， ）各プランの線量分布形状及
び線量体積ヒストグラム 評価， ）自作

ソフトウェアによる照射ログファイル解析， ）
によるガンマ解析を行った．

【結果】）長径 以外ではコリメータ角0°
及び 90°ペアのフルアーク プランが
プランとよい合致を示した． ）照射時の機械
的誤差は全プランで 以内であった．）
ガンマパス率は で 以上を示したが，

プランでは分布形状一致にも関わらず線量
誤差 ％の系統誤差を認めたため再解析を要す
る．
【考察】））より全プランで臨床的な機械的・
線量的相違はほぼ無いと考えられ，長径
までの楕円体であれば での照射が有用であ
ると考えられる．
【結語】 において，標的長径
までであればコリメータ角を組み合わせた ア
イソセンタで照射できる可能性が示唆された．
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デジタルトモシンセシスにおける逐次型画像再構成の基礎検討

○乳井嘉之 ），大塚郭貴 ）
）首都大学東京健康福祉学部放射線学科
キーワード：デジタルトモシンセシス 画像再構成 逐次近似的手法
【目的】病変部を高い空間分解能で正確にとら
える事ができる 検出器を搭載した 線装
置の急速な普及により，デジタルトモシンセシ
スは臨床的に有用な技術として，胸部検診，整
形外科領域，乳房検査の領域で有用な検査法と
して利用されている．この撮影法は，一般的な
線 装置とは異なり，限られた角度から収

集された投影データを用いて画像を再構成する
技術である．このため周波数空間上で考えると
周波数の情報が何も無い領域が存在し，不完全
な投影データからの画像再構成を余儀なくされ
る．このためフィルタ補正逆投影法などの解析
的手法ではアーチファクトが発生してしまう．
そこで本研究では，投影方向数に制限があって
も比較的良好な画像を得ることができ，かつ，

低濃度部分の 比が良い逐次型画像再構成法
を適用し，数値シミュレーションおよびファン
トム実験から逐次型画像再構成法の有用性を検
討した．
【方法】本研究では画像再構成法として，解析
的手法と逐次型画像再構成法のアルゴリズムを
適用した．収集角度および投影方向数は実機の
収集条件に合わせて， 度と 方向として画
像再構成を行った．
【結果】解析的手法では再構成画像中にアーチ
ファクトが発生しているが，逐次型画像再構成
法ではある程度アーチファクト影響が抑制され
ているのが示された．
【結論】シミュレーションとファントム実験か
ら逐次型画像再構成法の有用性を示した．
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デジタルトモシンセシスにおける逐次型画像再構成の基礎検討

○乳井嘉之 ），大塚郭貴 ）
）首都大学東京健康福祉学部放射線学科
キーワード：デジタルトモシンセシス 画像再構成 逐次近似的手法
【目的】病変部を高い空間分解能で正確にとら
える事ができる 検出器を搭載した 線装
置の急速な普及により，デジタルトモシンセシ
スは臨床的に有用な技術として，胸部検診，整
形外科領域，乳房検査の領域で有用な検査法と
して利用されている．この撮影法は，一般的な
線 装置とは異なり，限られた角度から収

集された投影データを用いて画像を再構成する
技術である．このため周波数空間上で考えると
周波数の情報が何も無い領域が存在し，不完全
な投影データからの画像再構成を余儀なくされ
る．このためフィルタ補正逆投影法などの解析
的手法ではアーチファクトが発生してしまう．
そこで本研究では，投影方向数に制限があって
も比較的良好な画像を得ることができ，かつ，

低濃度部分の 比が良い逐次型画像再構成法
を適用し，数値シミュレーションおよびファン
トム実験から逐次型画像再構成法の有用性を検
討した．
【方法】本研究では画像再構成法として，解析
的手法と逐次型画像再構成法のアルゴリズムを
適用した．収集角度および投影方向数は実機の
収集条件に合わせて， 度と 方向として画
像再構成を行った．
【結果】解析的手法では再構成画像中にアーチ
ファクトが発生しているが，逐次型画像再構成
法ではある程度アーチファクト影響が抑制され
ているのが示された．
【結論】シミュレーションとファントム実験か
ら逐次型画像再構成法の有用性を示した．

都民公開講座 （共催 公益社団法人東京都理学療法士協会）

１５：００～１６：３０ 講堂

「健康生活を送るための秘訣とその実践」

講師：木下博勝 氏
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 公益社団法人 東京都理学療法士協会 主催

都民公開講座

講師：木下博勝 氏
【医師，東京大学大学院医学博士課程修了 医学博士 ，鎌倉女子大学教授】

日時：平成 29 年 9 月 30 日(土) 15:00～16:30 
会場：首都大学東京 荒川キャンパス講堂 (〒116-8551 東京都荒川区東尾久 7-2-10)

 日暮里・舎人ライナー「熊野前」駅下車徒歩 3 分     都電荒川線「熊野前」駅下車徒歩 3 分
  田端駅から都営バス端 44 系統「北千住駅行」に乗車 「首都大荒川キャンパス前」駅下車 0 分

定員：400 名 ※当日は先着順のご入場となります

参加費：無料

生活習慣や病気になりにくい身体づくりについてご講演をいただきます 

共催：第 回日本保健科学学会学術集会 
後援：東京都・荒川区・足立区・東京都医師会
公開講座に関するお問い合わせ先： 公益社団法人 東京都理学療法士協会 事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木 2-26-5 バロール代々木 409 号 
TEL：03-3370-9035 FAX：03-3370-9036 E-Mail：tpta@eagle.ocn.ne.jp

健康生活を送るための秘訣とその実践

事前参加
申し込み

不要

同日に開催される第 27 回日本保健科学学会学術集会へ参加される
場合には別途、学術集会への参加費が必要となります





一般演題発表（口述発表） １６：４０～１７：４０

口述発表 （ ～ ）：大視聴覚室

座長： 浅川康吉 首都大学東京大学院理学療法科学域

口述発表 （ ～ ）：講義室

座長： 関根紀夫 首都大学東京大学院放射線科学域
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看護師の倫理的行動に関する国内文献の動向

○岡島志野 ，習田明裕 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード：看護師，倫理的行動，文献検討
【目的】看護師の倫理的行動に関する国内文献
の動向を明らかにし，看護師の倫理的行動の促
進に向けた研究への示唆を得る．
【方法】医中誌 を使用し，「看護倫理」「行
動」「対応」をキーワードとし，「原著」かつ「看
護論文」に限定して検索を行った．抽出された
文献から，看護師の倫理的行動について言及さ
れているものを分析対象とした．分析は，「調査
領域」「研究方法」「倫理的行動の捉え方」で分
類し，内容を検討した．
【結果】 年から 年までの間で抽出さ
れた文献 件中，倫理的行動に関する言及が
あるものは 文献であった．調査領域は，大
規模，自施設内，一般病棟，精神科病棟に関す
るものが多かった．調査方法は質問紙 件，

面接 件，混合法 件であり，そのうち介入
研究が 件あった．介入研究は，臨床の看護
研究チームが，事例検討会などの前後での看護
師の倫理観や行動の変容の有無を検証するもの
が殆どを占めた．倫理的行動の捉え方は，患者
にとって何が最善か，という患者中心の考え方
が倫理的行動と関連すると多く述べられていた．
また，看護師がチームの中で倫理的行動をとる
ことの困難さや重要性が言及されていた．
【考察】看護の各領域で，倫理的行動について
どのように捉え，どう変容させていきたいのか
についての考え方は共通していること，チーム
のなかでの周囲との関係性が倫理的行動と密接
に関連していることが示唆された．

手術看護認定看護師に内在する「道徳的な意志」の探求

○岡島志野 ） 習田明裕 ） 樽井正義 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域 ）慶應義塾大学
キーワード：手術看護 倫理的行動 道徳的な意志
【目的】手術看護認定看護師に内在する，倫理
的行動を発動する「道徳的な意志」とは何かに
ついて探求する．
【方法】質的帰納的研究デザイン．関東近郊の
病院で手術室に勤務し研究協力の得られた手術
看護認定看護師を便宜的に選出し，半構成的面
接法を実施した．分析では，意志とは，ある目
的を実現するために自発的で意識的な行動を生
起させる内的意欲のことと捉えた．対象者の道
徳的な意志だと捉えられる部分について抜き出
し要約したものをコードとし，抽象化と統合を
繰り返してカテゴリー化した．
【結果】研究対象者は男性 名女性 名計
名であり，手術看護経験年数は ～ 年間であ
った．分析の結果，【アドボケイトとしての自覚】

【患者への思い入れ】【より善いケアの希求】【失
敗からの学びを活かす】【実践への困難を乗り越
える】【専門職としての自覚】【チームに働きか
ける】の つのカテゴリーが抽出された．さら
にそれらは患者中心に考える せねばならぬこ
とをする周囲と協調するという つのコアカ
テゴリーに集約された．
【考察】 つのコアカテゴリーは，「患者中心に
考えて，せねばならぬことをする，ただし周囲
と協調する」という構造を示すと捉えられた．
この意志の中心は，カント倫理学でいう善意志
であることが考えられ，義務論的な立場から発
せられていると考察した．これらの結果は手術
室看護師が倫理的行動を取る際の基盤となるこ
とが示唆された．



看護師の倫理的行動に関する国内文献の動向

○岡島志野 ，習田明裕 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード：看護師，倫理的行動，文献検討
【目的】看護師の倫理的行動に関する国内文献
の動向を明らかにし，看護師の倫理的行動の促
進に向けた研究への示唆を得る．
【方法】医中誌 を使用し，「看護倫理」「行
動」「対応」をキーワードとし，「原著」かつ「看
護論文」に限定して検索を行った．抽出された
文献から，看護師の倫理的行動について言及さ
れているものを分析対象とした．分析は，「調査
領域」「研究方法」「倫理的行動の捉え方」で分
類し，内容を検討した．
【結果】 年から 年までの間で抽出さ
れた文献 件中，倫理的行動に関する言及が
あるものは 文献であった．調査領域は，大
規模，自施設内，一般病棟，精神科病棟に関す
るものが多かった．調査方法は質問紙 件，

面接 件，混合法 件であり，そのうち介入
研究が 件あった．介入研究は，臨床の看護
研究チームが，事例検討会などの前後での看護
師の倫理観や行動の変容の有無を検証するもの
が殆どを占めた．倫理的行動の捉え方は，患者
にとって何が最善か，という患者中心の考え方
が倫理的行動と関連すると多く述べられていた．
また，看護師がチームの中で倫理的行動をとる
ことの困難さや重要性が言及されていた．
【考察】看護の各領域で，倫理的行動について
どのように捉え，どう変容させていきたいのか
についての考え方は共通していること，チーム
のなかでの周囲との関係性が倫理的行動と密接
に関連していることが示唆された．

手術看護認定看護師に内在する「道徳的な意志」の探求

○岡島志野 ） 習田明裕 ） 樽井正義 ）
）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域 ）慶應義塾大学
キーワード：手術看護 倫理的行動 道徳的な意志
【目的】手術看護認定看護師に内在する，倫理
的行動を発動する「道徳的な意志」とは何かに
ついて探求する．
【方法】質的帰納的研究デザイン．関東近郊の
病院で手術室に勤務し研究協力の得られた手術
看護認定看護師を便宜的に選出し，半構成的面
接法を実施した．分析では，意志とは，ある目
的を実現するために自発的で意識的な行動を生
起させる内的意欲のことと捉えた．対象者の道
徳的な意志だと捉えられる部分について抜き出
し要約したものをコードとし，抽象化と統合を
繰り返してカテゴリー化した．
【結果】研究対象者は男性 名女性 名計
名であり，手術看護経験年数は ～ 年間であ
った．分析の結果，【アドボケイトとしての自覚】

【患者への思い入れ】【より善いケアの希求】【失
敗からの学びを活かす】【実践への困難を乗り越
える】【専門職としての自覚】【チームに働きか
ける】の つのカテゴリーが抽出された．さら
にそれらは患者中心に考える せねばならぬこ
とをする周囲と協調するという つのコアカ
テゴリーに集約された．
【考察】 つのコアカテゴリーは，「患者中心に
考えて，せねばならぬことをする，ただし周囲
と協調する」という構造を示すと捉えられた．
この意志の中心は，カント倫理学でいう善意志
であることが考えられ，義務論的な立場から発
せられていると考察した．これらの結果は手術
室看護師が倫理的行動を取る際の基盤となるこ
とが示唆された．
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滝川市における「予防的健康増進プログラム（ 歳大学）」の効果
～対照群との比較～

〇鎌田樹寛１），山田孝 ）
）北海道医療大学大学院リハビリテーション科学研究科 ）目白大学大学院 リハビリテー
ション学研究科
キーワード：介護予防 予防的健康増進プログラム（ 歳大学） 人間作業モデル（作業療法）
【目的】本研究は，滝川市で筆頭筆者により実
施された「予防的健康増進プログラム（ 歳大
学）」への参加者（以下，実験群）と同市民主体
サークル活動「いきいき百歳体操・エクササイ
ズ」への参加者（以下，対照群）に対して，健
康状態への効果指標を用いた比較検討である．
【方法】両群ともプログラム初回時と終了時（実
施期間：平成 年 月～ 月）に効果指標（測
定 尺 度 老 研 式 活 動 能 力 指
標 主
観的満足度）を実施した 実験群と対照群の比
較は，終了時（ ）から初回時（ ）の得点
差（ ）についてマンホイットニーの 検
定（ ＜ ＜ ）を用いた本研究は，北
海道医療大学リハビリテーション科学研究科倫
理審査委員会の承認（ ）を得て
行われた

【結果】参加者は，実験群が 名（男性 名，
女性 名；月 回，合計 回 ～ 分で実
施），平均年齢 （ ～ ， ＝ ）歳で
あり，対照群が 名（男性 名，女性 名；
週 回， 分で実施），平均年齢 （ ～ ，
＝ ）歳であった両群比較で有意な差が認

められた項目は， （合計得点
身体的領域 ）の 項目， （全体的健康
観 ）の１項目，主観的満足度 の計 項目であ
り，その他項目もすべて実験群に良好な傾向が
認められた
【考察】実験群の良好な結果は， 歳大学の講
義・演習という形式や人間作業モデルを通した
自己理解を促す特長があるため，参加終了時「充
実・達成感」が健康状態に反映されたことが考
えられた

チャートを用いた 線位相コントラスト画像法の解像特性評価の試み
○関根紀夫 ），森 浩一 ），小原弘道 ），中島修一 ），藤井義大 ），中野渡滉希 ），兵藤一
行 ）
）首都大学東京人間健康科学研究科 ）茨城県立医療大学放射線技術科学科 ）首都大学東
京理工学研究科 ）高エネルギー加速器研究機構放射光研究施設
キーワード：放射光 位相コントラスト
【目的】放射光 線を用いた位相イメージング
法は，従来法では描画が難しい組織を高コント
ラスト・高分解能で描写できる．しかし，解像
度特性の評価法が確立されていないことから，
解像度特性評価法の提案を行う．
【方法】放射光 線とラウエ型アナライザーを
用いた 線位相コントラスト画像法により矩形
波 チャート（最高周波数 ）と
骨試料を描画した． 線エネルギーは と
し，アナライザーの回折角度，組織密度と画像
信号強度の関係から， チャート像におけ
る解像度特性評価法の有用性について検討した．
【結果】 チャート像から各周波数のレス
ポンスを求めた．前方回折像（ ）は，回折像
（ ）に比べ，この値が低い．これはポリスチ
レン糸像の解析結果と同じである．ピクセルサ

イズ 7.4μm の 線カメラでは，周波数
におけるレスポンスは ％となった．

ブラッグ角より低角側では，周波数強調効果が
生じた．周波数 部の周辺部に対す
る信号強度は，約 ，骨試料における信号強
度は，髄質で約 ，緻密質で約 であっ
た．
【考察】 チャートの位相コントラスト像
から，高コントラスト被写体である骨と同程度
以上の信号強度差が得られ，高周波域のレスポ
ンスにも優れるといえる．
【結語】 チャート（最高周波数 ）
の高周波数帯域のレスポンスから，位相コント
ラスト撮影系の解像特性の推定が可能であり，
評価法としての有効性を確認できた．

に関する検討
～要因となる生活習慣と心理状態への影響～

○小島優希 ），習田明裕 ）
）首都大学東京助産学専攻科 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード： 内田クレペリン検査 影響要因
【目的】本研究は，昼下がりの眠気＝

以下， に影響を及ぼす生活習慣，及び
が心理状態に及ぼす影響を探り，午後の看

護業務を安全に行うための示唆を得ることを目
的としている．【方法】健康な 代の男女
名を対象者として昼食と昼休憩の前後 分間
に内田クレペリン検査 以下， 法を実施し，
カロリンスカ眠気尺度によって主観的眠気を測
定した．
【結果】午前と午後のアンケート結果を比較す
ると，主観的眠気は有意に増加した． 法で
は，作業量 計算量 は有意に増加する一方，集
中力を示す後期上回り率は有意に低下し，心理
的動揺を示す非定型要素数は有意に増加した．
アンケートの結果， の被験者が「午前より
も午後の方が計算に慣れた」と回答し， ％の

被験者が「午前よりも午後の方が集中できなか
った」と回答した．眠気との関連を調べたとこ
ろ，前日の睡眠時間が長すぎる場合に午後の主
観的眠気が増加する傾向がみられた．
【考察】昼食後の眠気によって心理的動揺が現
れる可能性，及び前日の睡眠の質が に影
響を及ぼす可能性が示唆された．交絡因子とし
て，計算作業への慣れが結果に大きく影響し
ていることが考えられるため，今後は検査前に
十分な練習の時間を設け，計算に慣れたところ
で検査を実施した上で結果を検討する必要があ
る．
【結語】前日の睡眠の質を向上させることが，
昼下がりの看護業務を安全に行うための つの
対策であるということが示唆された．

地域在住中高齢女性における運動実施の頻度の違いが運動機能・
日常生活自己効力感・運動器不安定症に及ぼす影響

〇木村靖夫 ），久富 守 ），大木和子 ， ），河合潤子 ），池上寿伸 ， ）
） ）椙山女学園大学生活科学
部 ）佐賀大学教育学部
キーワード：運動頻度 運動機能 日常生活自己効力感
【目的】ウォーキングは有酸素運動としての効
果が数多く報告されているが，筋力やバランス
などの運動機能や自己効力感等に関する報告は
少ない．本研究では，日常生活が自立している
地域在住中高齢女性を対象に，ウォーキングの
実施頻度の違いから，運動機能・日常生活自己
効力感・運動器不安定症に及ぼす影響を比較・
検討することを目的とした．
【方法】対象者は地域在住中高齢女性 名で，
運動の実施頻度の状況から，週 回未満群（低
頻度群： ）と週 回以上群（高頻度群：

）の 群に分けた．調査・測定項目は，基
本属性，運動機能（握力，脚力，歩行能力－速
度・歩数・歩幅・ 分間歩行距離，開眼片足立
ち， ， ：

），日常生活自己効力感（

： ）および運動器不安定症とした．
【結果】両群間の運動機能の比較では，脚力（低
頻度群： 高頻度群： ），最大歩行
速度（低頻度群： 高頻度群： ），
歩幅（低頻度群： 高頻度群： ），
分間歩行距離（低頻度群： 高頻度群：

）， （低頻度群： 高頻度群：
）に有意な差が認められた． の比較

では，低頻度群は ，高頻度群は
を示した．運動器不安定症と判定された人は低
頻度群 名，高頻度群 名で両群に差が認め
られた．
【結語】運動の実施頻度の程度は中高齢女性の
健康の保持・増進に重要な要素であるが，バラ
ンス能力等の改善には繋がらない可能性のある
ことが示唆された．
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滝川市における「予防的健康増進プログラム（ 歳大学）」の効果
～対照群との比較～

〇鎌田樹寛１），山田孝 ）
）北海道医療大学大学院リハビリテーション科学研究科 ）目白大学大学院 リハビリテー
ション学研究科
キーワード：介護予防 予防的健康増進プログラム（ 歳大学） 人間作業モデル（作業療法）
【目的】本研究は，滝川市で筆頭筆者により実
施された「予防的健康増進プログラム（ 歳大
学）」への参加者（以下，実験群）と同市民主体
サークル活動「いきいき百歳体操・エクササイ
ズ」への参加者（以下，対照群）に対して，健
康状態への効果指標を用いた比較検討である．
【方法】両群ともプログラム初回時と終了時（実
施期間：平成 年 月～ 月）に効果指標（測
定 尺 度 老 研 式 活 動 能 力 指
標 主
観的満足度）を実施した 実験群と対照群の比
較は，終了時（ ）から初回時（ ）の得点
差（ ）についてマンホイットニーの 検
定（ ＜ ＜ ）を用いた本研究は，北
海道医療大学リハビリテーション科学研究科倫
理審査委員会の承認（ ）を得て
行われた

【結果】参加者は，実験群が 名（男性 名，
女性 名；月 回，合計 回 ～ 分で実
施），平均年齢 （ ～ ， ＝ ）歳で
あり，対照群が 名（男性 名，女性 名；
週 回， 分で実施），平均年齢 （ ～ ，
＝ ）歳であった両群比較で有意な差が認

められた項目は， （合計得点
身体的領域 ）の 項目， （全体的健康
観 ）の１項目，主観的満足度 の計 項目であ
り，その他項目もすべて実験群に良好な傾向が
認められた
【考察】実験群の良好な結果は， 歳大学の講
義・演習という形式や人間作業モデルを通した
自己理解を促す特長があるため，参加終了時「充
実・達成感」が健康状態に反映されたことが考
えられた

チャートを用いた 線位相コントラスト画像法の解像特性評価の試み
○関根紀夫 ），森 浩一 ），小原弘道 ），中島修一 ），藤井義大 ），中野渡滉希 ），兵藤一
行 ）
）首都大学東京人間健康科学研究科 ）茨城県立医療大学放射線技術科学科 ）首都大学東
京理工学研究科 ）高エネルギー加速器研究機構放射光研究施設
キーワード：放射光 位相コントラスト
【目的】放射光 線を用いた位相イメージング
法は，従来法では描画が難しい組織を高コント
ラスト・高分解能で描写できる．しかし，解像
度特性の評価法が確立されていないことから，
解像度特性評価法の提案を行う．
【方法】放射光 線とラウエ型アナライザーを
用いた 線位相コントラスト画像法により矩形
波 チャート（最高周波数 ）と
骨試料を描画した． 線エネルギーは と
し，アナライザーの回折角度，組織密度と画像
信号強度の関係から， チャート像におけ
る解像度特性評価法の有用性について検討した．
【結果】 チャート像から各周波数のレス
ポンスを求めた．前方回折像（ ）は，回折像
（ ）に比べ，この値が低い．これはポリスチ
レン糸像の解析結果と同じである．ピクセルサ

イズ 7.4μm の 線カメラでは，周波数
におけるレスポンスは ％となった．

ブラッグ角より低角側では，周波数強調効果が
生じた．周波数 部の周辺部に対す
る信号強度は，約 ，骨試料における信号強
度は，髄質で約 ，緻密質で約 であっ
た．
【考察】 チャートの位相コントラスト像
から，高コントラスト被写体である骨と同程度
以上の信号強度差が得られ，高周波域のレスポ
ンスにも優れるといえる．
【結語】 チャート（最高周波数 ）
の高周波数帯域のレスポンスから，位相コント
ラスト撮影系の解像特性の推定が可能であり，
評価法としての有効性を確認できた．

に関する検討
～要因となる生活習慣と心理状態への影響～

○小島優希 ），習田明裕 ）
）首都大学東京助産学専攻科 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科看護科学域
キーワード： 内田クレペリン検査 影響要因
【目的】本研究は，昼下がりの眠気＝

以下， に影響を及ぼす生活習慣，及び
が心理状態に及ぼす影響を探り，午後の看

護業務を安全に行うための示唆を得ることを目
的としている．【方法】健康な 代の男女
名を対象者として昼食と昼休憩の前後 分間
に内田クレペリン検査 以下， 法を実施し，
カロリンスカ眠気尺度によって主観的眠気を測
定した．
【結果】午前と午後のアンケート結果を比較す
ると，主観的眠気は有意に増加した． 法で
は，作業量 計算量 は有意に増加する一方，集
中力を示す後期上回り率は有意に低下し，心理
的動揺を示す非定型要素数は有意に増加した．
アンケートの結果， の被験者が「午前より
も午後の方が計算に慣れた」と回答し， ％の

被験者が「午前よりも午後の方が集中できなか
った」と回答した．眠気との関連を調べたとこ
ろ，前日の睡眠時間が長すぎる場合に午後の主
観的眠気が増加する傾向がみられた．
【考察】昼食後の眠気によって心理的動揺が現
れる可能性，及び前日の睡眠の質が に影
響を及ぼす可能性が示唆された．交絡因子とし
て，計算作業への慣れが結果に大きく影響し
ていることが考えられるため，今後は検査前に
十分な練習の時間を設け，計算に慣れたところ
で検査を実施した上で結果を検討する必要があ
る．
【結語】前日の睡眠の質を向上させることが，
昼下がりの看護業務を安全に行うための つの
対策であるということが示唆された．

地域在住中高齢女性における運動実施の頻度の違いが運動機能・
日常生活自己効力感・運動器不安定症に及ぼす影響

〇木村靖夫 ），久富 守 ），大木和子 ， ），河合潤子 ），池上寿伸 ， ）
） ）椙山女学園大学生活科学
部 ）佐賀大学教育学部
キーワード：運動頻度 運動機能 日常生活自己効力感
【目的】ウォーキングは有酸素運動としての効
果が数多く報告されているが，筋力やバランス
などの運動機能や自己効力感等に関する報告は
少ない．本研究では，日常生活が自立している
地域在住中高齢女性を対象に，ウォーキングの
実施頻度の違いから，運動機能・日常生活自己
効力感・運動器不安定症に及ぼす影響を比較・
検討することを目的とした．
【方法】対象者は地域在住中高齢女性 名で，
運動の実施頻度の状況から，週 回未満群（低
頻度群： ）と週 回以上群（高頻度群：

）の 群に分けた．調査・測定項目は，基
本属性，運動機能（握力，脚力，歩行能力－速
度・歩数・歩幅・ 分間歩行距離，開眼片足立
ち， ， ：

），日常生活自己効力感（

： ）および運動器不安定症とした．
【結果】両群間の運動機能の比較では，脚力（低
頻度群： 高頻度群： ），最大歩行
速度（低頻度群： 高頻度群： ），
歩幅（低頻度群： 高頻度群： ），
分間歩行距離（低頻度群： 高頻度群：

）， （低頻度群： 高頻度群：
）に有意な差が認められた． の比較

では，低頻度群は ，高頻度群は
を示した．運動器不安定症と判定された人は低
頻度群 名，高頻度群 名で両群に差が認め
られた．
【結語】運動の実施頻度の程度は中高齢女性の
健康の保持・増進に重要な要素であるが，バラ
ンス能力等の改善には繋がらない可能性のある
ことが示唆された．
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低線量 線 画像を用いた有限要素法による椎体骨強度の評価

〇中野渡滉希 ）森浩一 ）関根紀夫 ）
）茨城県立医療大学大学院博士前期課程保健医療科学研究科放射線技術科学専攻 ）茨城県立
医療大学大学院保健医療科学研究科 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科
キーワード： 骨粗鬆症
【目的】逐次近似画像法で再構成した椎体
骨の 画像を用いて，「定量的 を用い
た有限要素法による骨強度予測評価
（ ）」を行う．撮影線量の低下に伴
う予測結果の変化や精度について，生体フ
ァントムを用いた画像計算により確認する．
線量軽減化を通して， の臨床利用
における適用範囲の拡張を図る．
【方法】生体ファントムを被写体とした

撮影を行った． 値校正用ファン
トムを同時に撮影した．基準撮影条件に対
して， 線量程度までの小線量による撮
影を実施し，種々のレベルの 画像を得る．
これらの画像を用いた を実施し，
撮影線量の相違に応じた圧縮破壊による骨
折荷重等の予測結果を相互に比較する．撮
影線量低下に伴い失われる力学的情報を調

べる．
【結果】密度表示画像，最小主ひずみにつ
いて正中矢状断画像，および側面像におい
て視覚的比較評価を行った．
【考察】密度表示画像，最小主ひずみによ
る比較では， 画像に対し， 画像を用
いたほうが基準条件に近い予測結果となっ
た．線量の低下に伴い，予測結果における
誤差が大きくなった．
【結論】生体ファントムごとに線量低下に
おける予測結果の傾向に違いがあるものの，
いずれのファントムにおいても 画像を
用いた は， 画像によるそれ
と比べて，より低線量の画像で評価できる
ことが分かった．

脳性麻痺児に対する上肢選択的筋解離術前後での機能変化と満足度の関係
～アンケート調査による検討～

○高木健志 ），楠本泰士 ），松尾篤 ）
）目白大学保健医療学部理学療法学科 ）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）南多
摩整形外科病院整形外科
キーワード：脳性麻痺 選択的筋解離 満足度
【目的】脳性麻痺（以下： ）児の上肢の運動
機能改善を目的に選択的筋解離術が行われてい
るが，術後の機能変化と満足度の関係に関する
報告は少ない．今回， 児の上肢選択的筋解
離術前後の機能変化と満足度の関係を明らかに
するために，アンケート調査を行ったので報告
する．
【方法】アンケートは都内某病院で上肢選択的
筋解離術を受けた 患者 名へ送付した．
アンケートには術前の情報（手術時年齢・

（以下
）），術後機能変化の有無（筋緊張・呼吸

機能・粗大運動能力・遊び・ ），術後満足
度（ ）の調査項目を記載した．手術時年齢
が 歳以下，痙直型，両麻痺もしくは四肢麻
痺，MACSⅡ～Ⅳを統計学的処理の対象とした．

項目毎に 検定を行い，各機能の改善「有り」
群と「無し」群間の満足度の差を検討した．本
研究はヘルシンキ宣言に則り説明を行い，ご本
人・ご家族の了承を得て行った．
【結果】有効回答数は 名（手術時年齢：
9.8±4.0歳）であり， レベルⅡ・Ⅲ・Ⅳ
の順に 名，名，名であった．検定の結果，
筋緊張・遊び・ の項目で，改善「有り」群
と「無し」群間の満足度に有意な差を認めた．
【結論】筋緊張が改善すると術後満足度が高い
ことから，筋緊張の改善は本人・ご家族の主訴
と一致していたと考えらえる．また，遊び・
が改善すると術後満足度が高いことから，本
人・家族の生活に結びつく活動・参加の改善が
術後満足度に関係していることが明らかとなっ
た．

─38─



ロボットを用いた対戦型ゲームにもとづく転倒予防システムの開発
～システムの紹介とこれまでの成果～

○青木塁 ），北越大輔 ），鈴木健太郎 ），鈴木雅人 ）
）東京工業高等専門学校専攻科機械情報システム工学専攻 ）東京工業高等専門学校情報工
学科 ）杏林大学保健学部
キーワード：介護予防 強化学習 ヒューマンエージェントインタラクション
【背景と目的】日本における少子高齢化対策の
１つとして注目される介護予防への貢献を期待
し，著者らはロボットとの対戦型ゲームを基盤
とした転倒予防システムの研究を行ってきた．
本稿ではシステム開発の概要と成果，現在の取
り組みと今後の展望について紹介する．
【システムの概要】提案システムでは，対戦型
ゲームを通して利用者（高齢者）が楽しみなが
ら，継続的に転倒予防運動を実施可能な環境の
構築を目指す．具体的には，下肢運動に注目し
た「だるまさんがころんだ型」ゲームの導入後，
運動自由度向上を目指し，上肢運動を取り入れ
た「じゃんけん型」ゲームを実装した．
【実験】地域の保健福祉施設利用者にシステム
を利用していただき，利用者の運動・行動履歴

を記録するとともに，ゲームの安全性や楽しさ
等に関するアンケートを実施した．
【結果と考察】アンケートの結果，提案システ
ムは怪我の危険性が少なく楽しみながら運動で
きること，利用者の運動履歴から，特に「だる
まさんがころんだ型」ゲームでは転倒予防に適
した水準の運動が可能であることを確認した．
一方，利用意欲向上の面では改善の余地が残る
結果となった．
【現在の取組と今後の展望】システムの継続利
用意欲促進を目指し，ロボットの発話内容を強
化学習によって調整する実験を行っている．今
後は，実験結果をもとに発話内容調整機能の妥
当性を評価し，ロボットの発話が利用者に与え
る影響について考察する．

低線量 線 画像を用いた有限要素法による椎体骨強度の評価

〇中野渡滉希 ）森浩一 ）関根紀夫 ）
）茨城県立医療大学大学院博士前期課程保健医療科学研究科放射線技術科学専攻 ）茨城県立
医療大学大学院保健医療科学研究科 ）首都大学東京大学院人間健康科学研究科
キーワード： 骨粗鬆症
【目的】逐次近似画像法で再構成した椎体
骨の 画像を用いて，「定量的 を用い
た有限要素法による骨強度予測評価
（ ）」を行う．撮影線量の低下に伴
う予測結果の変化や精度について，生体フ
ァントムを用いた画像計算により確認する．
線量軽減化を通して， の臨床利用
における適用範囲の拡張を図る．
【方法】生体ファントムを被写体とした

撮影を行った． 値校正用ファン
トムを同時に撮影した．基準撮影条件に対
して， 線量程度までの小線量による撮
影を実施し，種々のレベルの 画像を得る．
これらの画像を用いた を実施し，
撮影線量の相違に応じた圧縮破壊による骨
折荷重等の予測結果を相互に比較する．撮
影線量低下に伴い失われる力学的情報を調

べる．
【結果】密度表示画像，最小主ひずみにつ
いて正中矢状断画像，および側面像におい
て視覚的比較評価を行った．
【考察】密度表示画像，最小主ひずみによ
る比較では， 画像に対し， 画像を用
いたほうが基準条件に近い予測結果となっ
た．線量の低下に伴い，予測結果における
誤差が大きくなった．
【結論】生体ファントムごとに線量低下に
おける予測結果の傾向に違いがあるものの，
いずれのファントムにおいても 画像を
用いた は， 画像によるそれ
と比べて，より低線量の画像で評価できる
ことが分かった．

脳性麻痺児に対する上肢選択的筋解離術前後での機能変化と満足度の関係
～アンケート調査による検討～

○高木健志 ），楠本泰士 ），松尾篤 ）
）目白大学保健医療学部理学療法学科 ）東京工科大学医療保健学部理学療法学科 ）南多
摩整形外科病院整形外科
キーワード：脳性麻痺 選択的筋解離 満足度
【目的】脳性麻痺（以下： ）児の上肢の運動
機能改善を目的に選択的筋解離術が行われてい
るが，術後の機能変化と満足度の関係に関する
報告は少ない．今回， 児の上肢選択的筋解
離術前後の機能変化と満足度の関係を明らかに
するために，アンケート調査を行ったので報告
する．
【方法】アンケートは都内某病院で上肢選択的
筋解離術を受けた 患者 名へ送付した．
アンケートには術前の情報（手術時年齢・

（以下
）），術後機能変化の有無（筋緊張・呼吸

機能・粗大運動能力・遊び・ ），術後満足
度（ ）の調査項目を記載した．手術時年齢
が 歳以下，痙直型，両麻痺もしくは四肢麻
痺，MACSⅡ～Ⅳを統計学的処理の対象とした．

項目毎に 検定を行い，各機能の改善「有り」
群と「無し」群間の満足度の差を検討した．本
研究はヘルシンキ宣言に則り説明を行い，ご本
人・ご家族の了承を得て行った．
【結果】有効回答数は 名（手術時年齢：
9.8±4.0歳）であり， レベルⅡ・Ⅲ・Ⅳ
の順に 名，名，名であった．検定の結果，
筋緊張・遊び・ の項目で，改善「有り」群
と「無し」群間の満足度に有意な差を認めた．
【結論】筋緊張が改善すると術後満足度が高い
ことから，筋緊張の改善は本人・ご家族の主訴
と一致していたと考えらえる．また，遊び・
が改善すると術後満足度が高いことから，本
人・家族の生活に結びつく活動・参加の改善が
術後満足度に関係していることが明らかとなっ
た．
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会場までの案内図
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